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「試論・ＩＩ」
「日本語を話す弥生人は何処から来たのか？」

　
徐福が弥生人（日本人）！

２
０
１
２
年
１
月

丸
地
三
郎



2012-1-19 徐福が弥生人 2

目次

•

私
達
は
誰
？
　
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
？

–

弥
生
時
代
の
始
ま
り
　
不
思
議
な
大
変
革
の
発
生

–

中
国
で
実
在
が
証
明
さ
れ
た
歴
史
的
事
実-

-
-

徐
福
渡
航

–

「
史
記
」
の
記
述
内
容

–

徐
福
一
行
の
出
立
・
出
帆
し
た
地

•

弥
生
前
の
状
況
か
ら
徐
福
渡
来
に
つ
い
て

–

縄
文
終
期
、
弥
生
前
の
日
本
の
状
況

–

北
九
州
北
部
の
状
況

–

徐
福
到
来
直
前
の
日
本

–

徐
福
一
行
の
到
着

–

徐
福
一
行
渡
来
直
後
　
そ
の
①

–

徐
福
一
行
渡
来
直
後
　
そ
の
②

–

徐
福
、
秦
に
戻
り
の
始
皇
帝
に
会
い
、
武
器
と
持
ち
再
度
日
本
へ

–

徐
福
一
行
の
人
員
構
成
　
そ
の
①

–

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
そ
の
②

–

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
そ
の
③
　

•

弥
生
時
代
の
始
ま
り

–

人
口
の
増
加
率

•

弥
生
時
代
を
拓
い
た
渡
来
人

•

徐
福
の
時
代
ま
で
の
中
国
に
つ
い
て
の
理
解

–

徐
福
の
時
代
ま
で
の
歴
史
　
そ
の
①
基
礎
事
実

–

そ
の
②-

1
　
稲
作
の
発
祥
と
伝
播
（
日
本
へ
）

–

そ
の
②-

2
　
中
国
の
古
代
稲
・
稲
作
農
耕
文
化
に
関
す
る
遺
伝
・
育
種
学
及
び

考
古
学
的
調
査
研
究

–

そ
の
②-

3
　
　
稲
作
・
水
田
に
関
し
て

•

神
話
の
時
代
か
ら
夏
・
殷
・
周
を
経
て
三
国
志
の
時
代
ま
で

–

春
秋
時
代
の
主
要
国
の
位
置
関
係

–

中
国
の
古
代
史
　
　
　
神
話
の
時
代

–

中
国
の
古
代
史
　
　
　
歴
史
時
代

–

大
人
数
の
移
民
が
可
能
な
船
舶
・
航
行
技
術
が
あ
っ
た
の
か
？

–

中
国
の
古
代
史
　
ま
と
め
に
代
え
て
：
中
国
民
族
と
言
語
に
つ
い
て

•

渡
来
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
遺
伝
子
　
そ
の
①

–

徐
福
一
行
の
民
族
・
Ｄ
Ｎ
Ａ
遺
伝
子
　
そ
の
②

•

弥
生
時
代
初
期
の
大
変
革
は
、
東
夷
・
倭
人
＝
弥
生
人
の
民
族
大
移
動
に
よ
る

　



2012-1-19 徐福が弥生人 3

私達は誰？　どこから来たのか？

•

日
本
語
を
話
す
私
達
日
本
人
は
、
い
つ
ど
こ
か
ら
来
た
の
だ
ろ

う
か
？
縄
文
土
器
を
作
っ
た
縄
文
人
が
そ
の
ま
ま
、
日
本
人
に

な
っ
た
わ
け
で
無
い
。
縄
文
人
は
日
本
語
を
話
し
て
い
な
い
。

弥
生
時
代
か
ら
渡
来
し
た
人
達
が
日
本
語
を
話
し
、
縄
文
人
と

の
混
血
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
現
代
の
日
本
人
に
な
っ
た
よ
う

だ
。
そ
の
渡
来
人
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
だ
ろ
う
か
？
こ
の
疑
問

が
、
こ
の
記
述
の
主
テ
ー
マ
で
す
。

•

こ
の
弥
生
時
代
の
始
ま
り
の
時
期
は
、
世
界
の
古
代
史
の
中
で
、

極
め
て
特
異
な
事
象
が
起
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
石
器
時
代

か
ら
青
銅
器
時
代
を
飛
び
越
し
て
、
一
気
に
鉄
器
時
代
に
ジ
ャ

ン
プ
・
ア
ッ
プ
し
て
い
る
事
で
す
。
日
本
の
歴
史
書
は
、
こ
の

事
象
を
明
確
に
説
明
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
大
変
大
き
な
事
象
で

す
が
謎
と
さ
れ
る
か
、
無
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

•

一
方
、
中
国
の
考
古
学
者
と
歴
史
家
は
、
同
じ
時
期
の
興
味
深

い
話
を
調
査
し
、
近
年
、
あ
る
霧
の
か
な
た
な
っ
て
し
ま
っ
た

話
が
、
遺
物
も
発
掘
さ
れ
、
歴
史
的
事
実
で
あ
る
こ
と
が
証
明

さ
れ
た
。

•

説
明
の
つ
か
な
い
日
本
史
の
謎
、
「
弥
生
時
代
の
開
始
時
期
」

と
、
近
年
中
国
で
歴
史
的
事
実
と
判
明
し
た
事
実
に
つ
い
て
考

察
し
、
こ
の
二
つ
の
こ
と
を
リ
ン
ク
し
て
、
日
本
語
を
は
な
す

日
本
人
の
ル
ー
ツ
を
探
り
ま
す
。
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弥生時代の始まりー不思議な大変革の発生

•

世
界
の
古
代
史
で
は
、
石
器
の
時
代
の
次
は
、
青
銅
器
の
時
代
で
そ
の
次
に
鉄
器
の
時
代

が
来
る
。
処
が
、
日
本
の
古
代
史
で
は
、
縄
文
時
代
の
石
器
か
ら
突
如
、
青
銅
器
を
飛
ば

し
て
、
鉄
器
の
弥
生
時
代
に
移
行
し
た
と
云
う
不
思
議
な
事
態
が
発
生
し
て
い
た
。

•

こ
の
突
然
の
移
行
は
、
他
の
文
明
で
は
有
り
得
な
い
現
象
と
云
え
る
。

•

何
故
そ
ん
な
現
象
が
起
き
た
の
か
を
知
る
た
め
に
、
ま
ず
、
こ
の
時
代
背
景
を
整
理
し
て

み
る
。
と
云
う
の
も
、
１
９
６
０
年
代
の
歴
史
の
教
科
書
と
最
近
の
歴
史
研
究
の
成
果
で

は
大
い
に
違
い
が
生
じ
て
い
る
か
ら
、
私
を
含
め
古
い
歴
史
教
育
を
受
け
て
、
時
間
の
経
っ

た
人
に
は
、
見
直
し
が
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
の
で
。

•

縄
文
時
代
は
、
食
物
の
採
集
と
狩
猟
中
心
の
生
活
と
云
わ
れ
て
き
た
が
、
縄
文
中
期
（
紀

元
前
３
０
０
０
年
～
４
０
０
０
年
・
今
か
ら
五
～
六
千
年
前
）
か
ら
、
栗
や
栃
・
椎
な
ど
の
硬

果
植
物
の
栽
培
を
行
い
、
一
部
の
地
域
で
は
焼
畑
農
業
を
行
う
こ
と
で
、
植
物
性
の
主
食

を
確
保
し
、
漁
労
・
狩
猟
で
栄
養
価
の
高
い
食
料
を
得
て
、
人
口
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
不

安
定
な
採
集
で
は
な
く
、
安
定
し
た
栽
培
へ
移
行
し
、
縄
文
時
代
の
初
期
の
２
万
人
か
ら
、

中
期
の
日
本
の
人
口
は
、
増
加
し
、
２
５
万
人
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

•

縄
文
時
代
の
人
と
品
物
の
流
通
は
、
か
っ
て
想
像
さ
れ
て
い
た
よ
り
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で

広
域
だ
っ
た
し
、
海
上
の
航
行
が
確
実
な
も
の
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
事
が
明
確
に
示
さ

れ
て
い
る

╸

石
器
の
材
料
と
な
る
黒
曜
石
の
産
地
は
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、
黒
曜
石
の

流
通
範
囲
は
広
範
囲
に
渡
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
北
海
道
の
白
滝
産
の
石
器

は
、
日
本
海
を
越
え
て
、
サ
ハ
リ
ン
・
シ
ベ
リ
ヤ
東
岸
の
遺
跡
で
発
掘
さ
れ
て

い
る
し
、
津
軽
海
峡
を
越
え
た
青
森
の
三
内
丸
山
遺
跡
で
も
発
掘
さ
れ
て

い
る
。
伊
豆
の
神
津
島
の
黒
曜
石
が
、
関
東
一
円
と
中
部
地
方
ま
で
流
通

し
て
い
た
。

•

三
内
丸
山
遺
跡
の
直
径
1
ｍ
、
長
さ
１
０
ｍ
の
巨
木
を
利
用
し
た
建
築
技
術
が
あ
っ
た
こ
と

も
実
証
さ
れ
て
い
る
。

•

縄
文
土
器
、
漆
器
、
布
と
巨
大
建
築
物
、
海
を
航
行
す
る
船
の
技
術
を
持
ち 

、
集
落
を

構
え
た
豊
な
社
会
生
活
が
営
ま
れ
て
い
た
の
が
縄
文
時
代
の
姿
。
併
し
、
青
銅
器
・
鉄
器

は
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
石
器
の
時
代
が
続
い
て
い
た
。

•

縄
文
時
代
の
文
化
は
、
か
っ
て
筆
者
達
が
教
わ
っ
た
低
レ
ベ
ル
の
生
活
で
は
な
く
、
食
物
を

栽
培
し
、
安
定
し
た
食
生
活
を
し
て
お
り
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
移
動
・
交
流
し
、
村
落
を
形

成
す
る
高
い
文
明
を
築
い
て
き
た
こ
と
が
判
明
し
て
き
た
。

•

処
が
、
紀
元
前
２
０
０
年
頃
、
突
然
、
青
銅
器
と
鉄
器
が
使
わ
れ
始
め
た
。
日
本
の
広
範

囲
の
地
域
で
、
一
気
に
、
水
田
稲
作
が
始
ま
っ
た
。
弥
生
式
土
器
が
使
わ
れ
、
瓶
棺
に
よ

る
埋
葬
方
式
が
始
ま
り
、
そ
の
瓶
棺
か
ら
は
、
縄
文
人
と
は
体
型
の
異
な
る
、
長
頭
・
長

身
の
遺
骨
が
発
掘
さ
れ
る
。
土
器
は
、
装
飾
せ
い
の
高
い
縄
文
式
か
ら
、
シ
ン
プ
ル
な
弥

生
式
に
代
わ
っ
た
。

•

紀
元
前
２
０
０
年
頃
、
日
本
で
発
生
し
た
、
こ
の
突
然
の
文
明
の
移
行
時
に
は
、
ど
ん
な
こ

と
が
起
き
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
？
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中国で実在が証明された歴史的事実---徐福伝説

•

こ
の
突
然
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
、
弥
生
時
代
初
め
の
時
期
の
日
本
を
取
り
巻
く
環
境

に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
こ
の
紀
元
前
２
０
０
年
の
頃
の
出
来
事
と
し
て
、
中
国
に
関
連
し

そ
う
な
歴
史
的
事
実
が
あ
り
、
「
史
記
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

•

中
国
で
は
、
夏
・
殷
・
周
と
云
う
古
代
王
朝
か
ら
混
乱
の
春
秋
戦
国
時
代
を
経
て
、
紀
元

前
２
２
１
年
に
秦
の
始
皇
帝
が
、
中
国
を
再
統
一
を
行
っ
た
。

•

そ
の
秦
の
始
皇
帝
は
、
徐
福
に
命
じ
て
、
五
穀
と
百
工
と
３
０
０
０
人
の
子
供
を
乗
せ
た

船
団
を
、
紀
元
前
２
１
９
年
、
山
東
半
島
の
瑯
瑯
か
ら
送
り
出
し
た
。
一
度
帰
国
し
た
徐

福
を
、
弩
な
ど
の
武
器
を
持
た
せ
、
紀
元
前
２
１
２
年
、
再
度
、
出
航
さ
せ
た
。

•

こ
の
事
実
は
、
７
０
年
も
経
な
い
時
点
で
、
司
馬
遷
の
史
記
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
「
史
記
」

は
が
認
め
る
第
1
級
の
歴
史
書
で
あ
り
歴
史
資
料
で
、
高
い
信
憑
性
が
あ
る
。

•

そ
の
事
実
を
裏
付
け
る
発
見
が
近
年
あ
っ
た
。
１
９
８
２
年
、
徐
福
の
出
立
し
た
徐
福
村

が
発
見
さ
れ
、
近
く
の
王
坊
村
か
ら
は
、
大
量
の
造
船
を
行
っ
た
遺
跡
と
２
０
０
０
年
前

の
大
量
の
造
船
用
の
木
材
が
発
掘
さ
れ
、
史
記
の
記
録
と
遺
跡
が
一
致
し
、
徐
福
の
渡

海
は
、
歴
史
的
事
実
を
裏
付
け
た
。

•

又
、
史
記
の
別
の
記
述
で
は
、
徐
福
が
渡
海
先
で
、
「
平
原
・
広
澤
を
得
て
王
と
な
り
、
帰

ら
ず
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
徐
福
の
渡
海
先
を
後
に
、
調
べ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

•

西
暦
２
０
０
年
頃
、
三
国
志
の
う
ち
の
一
国
の
呉
は
、
将
軍
と
船
団
を
送
り
出
し
、
こ
の

徐
福
の
渡
海
先
を
捜
索
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
見
つ
か
ら
ず
、
台
湾
の
原
住
民
を
代
わ
り

に
捕
虜
と
し
て
帰
国
し
、
呉
王
に
不
首
尾
を
問
わ
れ
、
死
刑
と
な
っ
た
史
実
も
記
録
さ
れ

て
い
る
。

•

日
本
で
は
、
徐
福
伝
説
と
呼
ば
れ
る
不
思
議
な
言
い
伝
え
が
、
各
地
に
残
っ
て
い
る
。
そ

れ
は
、
い
ず
れ
も
、
徐
福
と
言
う
名
前
の
人
が
、
そ
の
土
地
に
、
漂
着
し
た
と
い
う
も
の
で
、

そ
の
伝
説
の
残
さ
れ
て
い
る
地
域
は
、
九
州
か
ら
黒
潮
の
流
れ
る
太
平
洋
岸
の
地
域
、
日

本
海
側
の
対
馬
海
流
の
流
れ
着
く
秋
田
、
青
森
ま
で
の
広
範
な
地
域
、
合
計
２
０
ヶ
所
に

及
ぶ
。
尚
、
韓
国
で
も
、
済
州
島
な
ど
２
箇
所
に
あ
り
、
徐
福
が
立
ち
寄
っ
た
が
、
先
に
行
っ

た
と
の
伝
説
が
残
る
。

•

２
０
ヶ
所
の
地
域
を
見
る
と
、
後
背
地
に
山
が
そ
び
え
、
水
田
耕
作
が
出
来
る
平
地
が
広

が
っ
て
い
る
処
が
多
い
。

•

日
本
で
は
、
単
な
る
伝
説
と
見
ら
れ
、
歴
史
と
し
て
は
、
ま
と
も
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

な
い
。
日
本
人
に
と
っ
て
は
、
中
国
服
を
着
て
中
国
語
を
話
す
人
間
が
、
我
々
、
日
本
人
の

祖
先
と
は
、
到
底
思
え
な
い
と
言
う
感
情
が
、
伝
説
に
留
め
て
い
る
要
因
と
推
測
す
る
。

•

中
国
で
は
、
船
団
が
出
航
し
た
こ
と
が
事
実
と
な
っ
た
が
、
日
本
で
は
あ
い
ま
い
な
伝
説

と
徐
福
は
云
わ
れ
て
い
る
。
併
し
、
こ
の
紀
元
前
２
０
０
年
頃
に
、
歴
史
的
事
実
と
し
て
、

日
本
各
地
に
、
水
田
稲
作
が
一
気
に
広
が
り
、
青
銅
器
・
鉄
器
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
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史記の記述内容

•

秦
始
皇
本
紀
に
３
ヵ
所
に
登
場
す
る
。

–

始
皇
帝
二
八
（
紀
元
前
２
１
９
）
年

•

斉
人
徐
市
等
上
書
し
て
言
う
、
海
中
に
三
神
山
有
り
、
名
つ
け
て
蓬
莱
・
方

丈
・
瀛
洲
と
曰
ふ
、
僊
人
之
に
居
る
。
請
ふ
斎
戒
し
て
童
男
女
と
と
も
に
之

を
求
む
る
こ
と
を
得
ん
、
と
。
之
に
於
い
て
徐
市
を
し
て
童
男
女
数
千
人

を
発
し
、
海
に
入
り
て
僊
人
を
求
め
し
む
。

»

徐
市
＝
徐
福
　
　
　
僊
人
＝
仙
人
　
　
　

–

始
皇
帝
三
五
年
（
Ｂ
Ｃ
２
１
２
）
年

•

徐
市
等
は
費
や
す
こ
と
巨
万
を
以
て
計
え
ど
も
、
終
に
薬
を
得
ず
。
徒
に

姦
利
を
も
て
相
告
ぐ
る
こ
と
日
に
聞
ゆ
。

–

始
皇
帝
三
七
年
（
Ｂ
Ｃ
２
１
０
）
年

•

方
士
徐
市
等
、
海
に
入
り
て
神
薬
を
求
め
、
数
歳
な
れ
ど
得
ず
。
費
多
く
。

譴
め
ら
れ
ん
こ
と
を
恐
れ
、
乃
ち
詐
り
て
曰
く
、
蓬
莱
の
薬
、
得
可
し
。
然

れ
ど
も
常
に
大
鮫
魚
に
苦
し
め
ら
る
。
故
に
至
る
こ
と
を
得
ざ
り
き
。
願

わ
く
は
善
く
射
る
も
の
を
請
ひ
て
與
に
倶
に
せ
ん
。
見
は
れ
な
ば
、
則
ち

連
弩
を
以
て
之
を
射
ん
、
と
。

•

淮
南
衡
山
列
伝
第
五
八
の
伍
被
の
供
述
書
（
紀
元
前
１
２
２
年
頃
）

–

昔
、
秦
は
先
王
の
道
を
絶
ち
、
（
中
略
）
　
又
、
徐
福
を
し
て
海
に
入
っ
て
神
異
の
物

を
求
め
し
む
。
還
り
て
偽
辭
を
爲
し
て
曰
く
、
「
臣
、
海
中
の
大
神
を
見
る
。
言
っ

て
曰
く
、
「
汝
は
西
皇
の
使
か
」
と
。
臣
答
へ
て
曰
く
、
「
然
り
」
と
。
「
汝
は
何
を
か

求
む
る
」
と
。
曰
く
、
「
願
わ
く
は
延
年
益
寿
の
藥
を
請
は
ん
」
と
。
神
曰
く
、
「
汝

が
秦
王
の
礼
薄
し
。
觀
る
こ
と
を
得
れ
ど
も
取
る
こ
と
を
得
ず
」
と
。
即
ち
臣
を

從
え
て
東
南
の
か
た
蓬
山
に
至
り
、
芝
成
の
宮
闕
を
見
る
。
使
者
あ
り
、
銅
色
に

し
て
龍
形
、
光
上
つ
て
天
を
照
ら
す
。
是
に
於
い
て
臣
再
拜
し
て
問
う
て
曰
く
、

「
宜
し
く
何
を
資
つ
て
か
以
っ
て
獻
ず
べ
き
」
と
。
海
神
曰
く
、
「
令
名
の
男
子
、
若

び
振
女
と
百
工
の
事
を
以
て
せ
ば
、
即
ち
之
を
得
ん
」
と
。
秦
の
皇
帝
大
い
に
説
び
、

振
男
女
三
千
人
を
遣
り
、
之
に
五
穀
の
種
と
百
工
と
を
資
し
て
行
か
し
む
。
徐
福
、

平
原
広
沢
を
得
、
止
ま
り
王
と
な
り
て
來
ら
ず
。
是
に
於
い
て
百
姓
悲
痛
し
相
思

い
て
、
乱
を
爲
さ
ん
と
欲
す
る
者
、
十
家
に
し
て
六
あ
り
。

•

史
記
の
記
載
か
ら
、
巨
万
の
費
用
を
も
っ
て
準
備
を
整
え
、
徐
福
一
行
が
、
数
千
人
の
子

供
達
を
連
れ
出
航
し
た
。
年
月
が
経
っ
た
後
に
、
何
故
か
、
徐
福
が
一
度
戻
り
、
今
度
は
、

武
器
を
携
え
て
再
び
出
航
し
た
こ
と
が
判
る
。
淮
南
衡
山
列
伝
の
記
述
は
、
伝
聞
を
記

し
た
も
の
で
、
脚
色
さ
れ
た
部
分
が
目
立
つ
が
、
振
男
女
三
千
人
、
五
穀
の
種
と
百
工
は

具
体
的
な
記
述
。
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徐福一行の出立・出帆した地
•

徐
福
一
行
の
中
国
出
帆
し
た
地
は
瑯
瑯
台
と
云
わ
れ
る
。

•
山
東
半
島
の
付
け
根
の
部
分
の
南
に
、
徐
福
の
故
郷
の
江
蘇
省
韓
愈
県
金
山

郷
の
後
徐
阜
村
、
か
っ
て
の
徐
福
村
が
あ
る
。

•
徐
福
村
の
北
東
３
５
ｋ
ｍ
程
の
地
に
王
坊
村
が
あ
り
、
２
０
０
０
年
以
上
前
の
大

量
の
造
船
用
材
木
を
含
む
、
造
船
所
の
遺
跡
が
発
掘
さ
れ
、
徐
福
一
行
の
船

を
建
造
し
た
処
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

•
発
掘
さ
れ
た
同
時
期
の
船
は
、
長
さ
３
０
ｍ
、
巾
８
ｍ
、
積
載
量
６
０
ｔ
、
百
人

の
り
。

•

秦
と
漢
の
時
代
、
水
軍
の
主
力
は
楼
船
で
し
た
。
楼
船
と
は
、
一
種
の
船
上

に
楼
を
建
て
た
高
さ
が
十
余
丈
（
３
０
ｍ
強
に
達
す
る
大
型
の
戦
船
。

連雲港市
徐福村

王坊村

瑯瑯台

山東半島
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縄文終期、弥生前の日本の状況　
•

縄
文
終
期
の
日
本
の
概
況

•
Ｂ
Ｃ
１
０
０
０
年
頃
は
、
、
日
本
の
住
民
は
、
縄
文
人
が
、
日
本
全
国
に
居
住
し
、
、
穏
や
か

な
暮
ら
し
を
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
　

•
安
定
し
た
食
料
確
保
　
：
　
園
耕
　
：
　
栗
・
栃
・
椎
・
ど
ん
ぐ
り
　
な
ど
堅
果
植
物
の
栽
培

し
、
、
焼
畑
農
業
で
、
既
に
、
熱
帯
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米
を
栽
培
し
て
い
た
。
漁
労
も
行
わ
れ
て

い
た
。

•

活
発
な
移
動
と
交
易
：
　
陸
上
の
長
距
離
移
動
の
み
な
ら
ず
、
海
上
移
動
も
行
わ
れ
て
お

り
、
糸
魚
川
で
産
出
し
た
ヒ
ス
イ
が
、
北
海
道
か
ら
九
州
の
縄
文
遺
跡
で
発
見
さ
れ
て
お

り
、
陸
上
と
海
上
の
移
動
と
交
易
が
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。

–

鋭
利
な
石
器
の
材
料
と
な
る
黒
曜
石
は
、
採
集
地
の
限
ら
て
い
る
。
そ
の
遠
く
離

れ
た
産
地
の
黒
曜
石
が
各
地
の
遺
跡
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。
神
津
島
産
の
も
の
が

三
重
県
で
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
船
舶
を
使
い
離
島
か
ら
黒
曜
石
が
運
ば
れ
て
い
る

事
実
は
、
縄
文
時
代
に
、
海
洋
を
航
行
し
、
交
易
が
行
え
る
技
術
・
社
会
が
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
（
北
海
道
・
白
滝
、
本
州
・
神
津
島
、
箱
根
、
和
田
峠
近
隣
、

島
根
県
・
隠
岐
島
、
九
州
・
大
分
姫
島
、
佐
賀
県
・
腰
岳
、
長
崎
・
松
浦
、
壱
岐
島
な

•

定
住
し
、
集
落
を
形
成
し
、
社
会
生
活
を
営
ん
で
お
り
、
集
落
を
治
め
る
長
と
組
織
が
あ
っ

た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
又
、
戦
乱
・
殺
し
合
い
の
痕
跡
が
縄
文
遺
跡
に
は
な
い
こ
と
を
、

留
意
し
た
い
。

日本最大規模の黒曜石原産地である白
滝産は、道内の旧石器遺跡（白滝遺跡群）
をはじめ縄文時代遺跡にも多用され、30
センチを越える大型石器（両面加工尖頭
状石器）も製作されている。また白滝産は
日本海を越えて、対岸のロシアやサハリン
でも使用されていることが、昭和63年
（1988）立教大学の鈴木正男グループの

分析で確認されている。さらに津軽海峡を
越えた青森県の縄文前～中期の遺跡（三
内丸山）からも発見されている（金山喜昭
「石材」『図解・日本の人類遺跡』東京大学
出版会, 1992）。

3-3　東北地方南部

　現在6カ所近くの黒曜石原産地が

知られ、月山（山形県）、板山（新潟
県）が著名である。佐渡島にも黒曜
石原産地存在し（中略）藁科哲男の
分析で、佐渡産の黒曜石が青森県
山内丸山遺跡で確認されたという。
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北九州北部の状況
•

Ｂ
Ｃ
１
０
０
０
年
頃
、
北
九
州
西
北
部
（
唐
津
・
前
原
・
博
多
）
で
は
、
外
の
地
域
と
同
様
に
、

縄
文
人
が
、
栗･

胡
桃
・
栃
や
豆
・
エ
ゴ
マ
等
を
栽
培
す
る
園
耕
の
時
期
に
入
っ
て
お
り
、
安

定
し
た
食
料
供
給
を
得
て
お
り
、
定
住
し
て
い
た
も
の
推
定
さ
れ
る
。
　
温
暖
な
気
候
に

育
ま
れ
、
漁
労
と
交
易
を
加
え
、
豊
な
部
落
・
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ

れ
る
。

•

遼
東
半
島
の
大
嘴
子
、
韓
国
の
松
菊
里
、
固
城
に
米
粒
の
形
状
が
極
短
い
品
種
の
稲
作
の

遺
跡
が
あ
る
。
こ
の
短
粒
と
同
じ
品
種
の
遺
跡
が
、
北
九
州
の
唐
津
の
菜
畑
遺
跡
、
福
岡

の
板
付
遺
跡
に
残
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
遺
跡
も
Ｂ
Ｃ
９
０
０
年
か
ら
Ｂ
Ｃ
５
０
０
年
に

遡
る
と
云
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
そ
の
他
の
地
域
か
ら
は
、
こ
れ
よ
り
も
、
や
や
長
い
米
が

出
土
す
る
。

•

こ
の
短
粒
の
品
種
の
稲
を
持
っ
て
移
動
し
て
き
た
の
は
誰
か
？

•

こ
の
頃
、
中
国
で
は
、
殷
（
商
）
を
周
が
倒
し
、
周
王
朝
が
成
立
し
た
。
東
方
の
部
族
の
総

称
を
東
夷
と
云
い
、
そ
の
東
夷
が
、
殷
の
遺
族
と
手
を
結
び
、
周
と
敵
対
し
、
大
き
な
戦

乱
を
重
ね
、
そ
の
後
に
敗
退
し
、
Ｂ
Ｃ
１
０
０
０
年
か
ら
９
０
０
年
、
徐
夷
滅
亡
、
８
０
０
年

か
ら
７
０
０
年
淮
夷
滅
亡
、
４
７
３
年
、
呉
滅
亡
。

•

戦
乱
に
敗
れ
、
民
族
滅
亡
に
至
っ
た
徐
夷
・
淮
夷
・
呉
の
人
々
が
、
朝
鮮
半
島
へ
、
そ
し
て

北
九
州
へ
逃
れ
て
き
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
移
動
で
は
、
移
住
先
の
地
域
を
圧
倒

す
る
よ
う
な
武
力
は
持
た
ず
、
先
住
民
と
の
融
和
を
行
い
な
が
ら
、
定
住
し
て
い
っ
た
も

の
と
推
測
す
る
。

•

北
九
州
の
こ
の
地
域
で
は
、
既
に
、
豊
な
集
落
を
形
成
し
て
い
た
縄
文
人
の
中
で
、
渡
来

人
は
稲
作
と
青
銅
・
鉄
器
な
ど
高
度
な
技
術
を
も
つ
者
と
し
て
優
遇
さ
れ
、
取
り
入
れ
ら

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

•

稲
作
を
得
て
、
食
料
供
給
が
多
く
な
り
、

　
　
　
勢
力
を
強
め
た
集
団
の
主
導
者
は
、

　
　
　
渡
来
人
で
は
無
く
、
縄
文
人
で
あ
っ
た
。

•

唐
津
・
福
岡
の
こ
の
時
期
の
遺
跡
で
は
、

　
　
　
渡
来
人
の
も
た
ら
し
た
支
石
墓
の
主

　
　
　
の
骨
は
縄
文
人
の
も
の
。

•

九
州
北
部
・
玄
界
灘
周
辺
で
は
、

　
　
　
縄
文
人
主
体
で
、
渡
来
の
技
術
を

　
　
　
も
っ
た
集
団
が
勢
力
を
も
っ
て

　
　
　
跋
居
し
て
い
た
。

大嘴子
松菊里

固城

菜畑

板付

徐夷

准夷

呉
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徐福到来直前の日本
•

縄
文
人
が
、
園
耕
・焼
畑
農
業
を
行
い
、
活
発
な
交
易
と
交
流
を
し
な
が
ら
、

日
本
全
体
に
広
く
居
住
し
て
い
た
。
焼
畑
農
業
で
は
、
熱
帯
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米
を

栽
培
。
（
こ
の
こ
と
が
、
日
本
で
の
水
田
耕
作
の
急
激
な
普
及
の
要
素
と
な
っ

て
い
た
。
）

•

縄
文
人
達
は
定
住
し
、
集
落
を
形
成
し
て
い
た
が
、
互
い
に
戦
争
を
仕
掛
け

た
よ
う
な
形
跡
は
無
く
、
平
和
な
、
人
殺
し
用
の
武
器
を
持
た
な
い
人
々
が
、

日
本
各
地
に
、
暮
ら
し
て
い
た
。

•

そ
の
中
で
、
北
九
州
の
玄
界
灘
沿
岸
地
方
に
は
、
別
の
事
態
が
発
生
し
て
い

た
。
中
国
か
ら
韓
国
を
経
由
し
た
東
夷
が
渡
来
。
そ
の
渡
来
人
の
も
た
ら
し

た
水
田
耕
作
や
中
国
の
青
銅
器
な
ど
の
技
術
を
取
り
入
れ
た
縄
文
人
の
部

族
が
人
口
を
増
や
し
、
大
き
な
勢
力
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
勢
力
は
、
中
国
か

ら
渡
来
の
武
器
と
戦
闘
力
を
保
持
し
て
い
た
。

–

唐
津
市
の
菜
畑
遺
跡
・
福
岡
市
の
板
付
遺
跡
の
稲
の
品
種
が
後
に
全
国
に
普
及
し

た
品
種
と
異
な
る
短
小
タ
イ
プ
で
あ
っ
た
。
（
後
記
）

–

放
射
性
炭
素
１
４
に
よ
る
年
代
測
定
で
は
、
同
地
域
の
土
器
（
縄
文
式
と
は
異
な

る
弥
生
式
初
期
）
の
年
代
を
、
Ｂ
Ｃ
８
０
０
年
に
遡
る
。

–

又
、
同
地
区
の
遺
跡
の
支
積
墓
に
埋
葬
さ
れ
て
い
た
遺
骨
は
、
渡
来
人
で
は
な
く

縄
文
人
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
地
区
の
首
長
が
縄
文
人
で
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

–

同
様
に
、
土
器
の
様
式
・
年
代
・
支
積
墓
に
埋
葬
さ
れ
た
縄
文
人
は
瀬
戸
内
海
沿

岸
で
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

要警戒地域

安全な地域
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徐福一行の到着

•
紀
元
前
２
１
９
年
　
全
長
３
０
ｍ
、
１
０
０
人
乗
り
、
（
子
供
３
０
人
、
百
工
３
０
人
、

武
人
２
０
人
、
船
員
２
０
人
）の
船
、
１
０
０
隻
が
山
東
半
島
と
そ
の
南
神
雲
港

近
辺
か
ら
、
秦
の
始
皇
帝
の
見
送
り
を
得
て
、
出
帆
。
（
人
員
・隻
数
は
推
定
）

•

南
へ
進
路
を
と
り
、
黒
潮
に
ぶ
つ
か
り
、
黒
潮
に
乗
っ
て
、
一
路
、
日
本
へ
。
一
行

は
、
一
ヶ
所
に
上
陸
し
た
の
で
は
な
く
、
伝
説
の
残
る
２
０
ヶ
所
程
の
各
地
に
上

陸
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

•

一
行
は
決
し
て
、
漂
着
し
た
の
で
は
な
く
、
後
背
地
に
山
を
控
え
、
稲
作
に
適

し
た
平
原
を
選
択
し
、
上
陸
を
果
た
し
て
い
る
。

•

北
九
州
に
は
、
有
明
海
か
ら
筑
後
平
野
に
上
陸
。
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徐福一行渡来直後　その①
 複
数
の
船
団
に
別
れ
て
進
行
し
た
徐
福
一
行
は
暖
流
に
乗
り
、
徐
福
伝
説
の
残
る
２
０
ヶ
所

の
地
域
に
到
着
、
上
陸
し
て
、
開
拓
を
始
め
た
。

 　
一
行
の
渡
来
時
の
状
況
は
、
北
九
州
・
玄
界
灘
沿
岸
の
地
域
と
、
そ
の
他
の
地
域
で
は
か

な
り
様
相
が
異
な
っ
た
も
の
と
想
定
す
る
。
（
北
九
州
地
区
に
関
し
て
は
、
そ
の
②
に
記
す
）

•　
北
九
州
以
外
の
地
域
で
は
、
園
耕
・
焼
畑
を
行
っ
て
い
る
縄
文
人
達
と
生
活
基
盤
と
な
る

地
域
と
な
る
森
林
や
台
地
と
は
、
や
や
異
な
っ
た
、
低
湿
地
帯
や
そ
の
周
辺
に
住
も
う
と
す

る
渡
来
人
の
間
で
、
住
み
分
け
が
行
わ
れ
、
大
規
模
な
戦
乱
は
無
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

 　
例
え
、
戦
い
が
発
生
し
た
と
し
て
も
、
片
や
、
対
人
戦
闘
用
の
武
器
を
持
た
な
い
縄
文
人

と
、
片
や
、
極
限
ま
で
進
歩
し
た
秦
の
戦
闘
用
武
器
を
携
え
た
渡
来
人
と
の
戦
い
の
結
果
は

明
ら
か
で
、
戦
乱
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
推
定
。

 　
渡
来
人
の
船
団
は
、
九
州
か
ら
、
日
本
海
側
は
秋
田
・
青
森
ま
で
、
瀬
戸
内
海
か
ら
、
太
平

洋
側
は
熊
野
・
伊
勢
。
伊
豆
・
房
総
・
鹿
島
ま
で
の
広
い
地
域
で
、
新
技
術
と
五
穀
の
種
に
よ

り
、
水
田
を
切
り
開
き
、
稲
作
を
始
め
た
。
　
又
、
僥
倖
と
言
え
る
よ
う
な
幸
運
も
起
こ
っ
た
。

渡
来
人
が
持
参
し
た
温
帯
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米
と
、
縄
文
人
が
焼
畑
で
耕
作
し
て
い
た
熱
帯
ジ
ャ

ポ
ニ
カ
米
と
が
交
配
さ
れ
る
と
、
寒
冷
に
も
強
い
品
種
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
品
種
に
よ
っ
て
、

一
気
に
稲
作
の
適
地
が
、
北
に
広
が
っ
た
。

 　
弥
生
文
化
（
稲
作
と
青
銅
と
鉄
の
文
化
）
が
紀
元
前
二
‐
三
世
紀
に
日
本
全
国
に
一
気
に

広
が
っ
た
と
す
る
遺
跡
の
調
査
が
こ
の
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
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徐福一行渡来直後　その②
 

　
一
方
、
北
九
州
・
玄
界
灘
沿
岸
で
は
、
既
に
水
田
稲
作
が
始
ま
り
、
中
国
で
の
戦
乱
体

験
と
兵
器
を
も
っ
た
渡
来
人
を
傘
下
に
も
つ
集
落
・
部
族
が
存
在
し
て
い
た

 

　
そ
こ
で
、
徐
福
一
行
の
主
力
部
隊
は
、
玄
界
灘
沿
岸
を
避
け
、
有
明
海
側
か
ら
筑
後
平

野
に
上
陸
、
水
田
を
開
拓
。
　
　
食
料
生
産
の
目
処
を
立
て
、
十
分
に
勢
力
を
広
げ
た
。

 

　
筑
後
平
野
か
ら
大
宰
府
を
通
り
、
博
多
の
あ
る
福
岡
平
野
に
抜
け
る
へ
抜
け
る
平
坦
地
・

（
水
縄
断
層
帯
）
が
あ
る
。
こ
の
水
縄
断
層
帯
の
北
側
に
は
、
玄
界
灘
沿
岸
の
縄
文
人
の

長
を
持
つ
グ
ル
ー
プ
が
居
住
し
、
対
人
用
武
器
（
戦
争
道
具
）
を
保
有
し
て
お
り
、
厳
し
い

戦
い
が
起
き
て
し
ま
っ
た
。
徐
福
一
行
は
、
吉
野
ヶ
里
遺
跡
に
見
ら
れ
る
逆
茂
木
で
敵
の

侵
入
を
防
ぐ
環
濠
集
落
を
築
き
、
侵
略
へ
の
防
備
を
固
め
る
事
態
に
至
っ
た
。

 

　
本
州
の
山
口
県
の
日
本
海
側
の
土
居
が
浜
で
は
、
移
植
し
た
徐
福
一
行
の
集
落
が
、
玄

界
灘
沿
岸
の
グ
ル
ー
プ
の
襲
撃
を
受
け
、
大
量
虐
殺
の
被
害
を
受
け
て
し
ま
っ
た
。
（
発

掘
さ
れ
た
遺
骨
の
分
析
結
果
は
、
山
東
省
の
遺
跡
の
遺
骨
と
類
似
）

 

　
北
九
州
一
帯
で
は
、
先
に
居
住
し
て
い
た
縄
文
人
を
長
と
す
る
、
中
国
の
武
器
と
戦
争

の
技
術
を
持
っ
た
グ
ル
ー
プ
と
の
戦
乱
で
、
徐
福
一
行
は
、
進
退
窮
ま
る
状
態
に
陥
っ
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

土井ケ浜

菜畑遺跡

玄界灘

吉野ヶ里遺跡
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徐福、秦に戻りの始皇帝に会い、武器と持ち再度日本へ

•

紀
元
前
２
１
９
年
に
渡
来
し
た
徐
福
は
、
困
難
な
北
九
州
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
。
、

や
む
な
く
、
９
年
後
に
、
再
び
秦
に
戻
り
、
始
皇
帝
に
面
談
し
た
。
　
状
況
を
話
し
、
支
援

を
求
め
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

•
史
記
の
記
述
で
は
、
徐
福
一
行
の
妨
げ
と
な
っ
た
も
の
は
大
魚
で
あ
る
が
、
そ
の
対
応
策

と
し
て
準
備
し
渡
さ
れ
た
も
の
は
、
連
弩
と
言
う
、
秦
の
最
強
の
武
器
（
矢
を
連
続
し
て

射
る
こ
と
が
で
き
る
い
わ
ば
古
代
の
機
関
銃
）
。

•

紀
元
前
２
１
０
年
に
徐
福
は
、
連
弩
な
ど
の
強
力
な
武
器
と
軍
隊
を
率
い
て
有
明
海
か
ら

筑
後
平
野
に
再
上
陸
し
、
縄
文
人
を
長
と
す
る
グ
ル
ー
プ
と
の
戦
い
に
入
り
、
水
縄
断
層

帯
の
南
の
小
郡
地
区
で
の
激
戦
か
ら
北
に
向
か
い
玄
界
灘
沿
岸
を
掃
討
し
た
。

–

弥
生
初
期
の
鉄
の
武
器
（
鉄
の
鏃
な
ど
）
の
発
掘
量
は
、
筑
後
平
野
、
特
に
水
縄
断

層
地
帯
近
辺
に
多
い
事
は
、
こ
の
戦
い
の
激
し
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

邪馬台国の会
第２７９回講演会 史料

「邪馬台国の遺跡・遺物」
から
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徐福一行の人員構成　その①

•

徐
福
一
行
は
ど
ん
な
人
達
、
民
族
の
人
で
構
成
さ
れ
て
い
た
の
か
、
推
測
す
る
。

•
史
記
な
ど
の
記
述
か
ら
、
秦
の
始
皇
帝
と
の
約
束
を
も
う
一
度
、
考
え
て
み
る
と
、
そ
こ

に
は
、
徐
福
の
卓
越
し
た
、
思
慮
深
い
計
画
が
覗
え
る
。

–
「
振
男
女
三
千
人
、
五
穀
の
種
と
百
工
を
献
上
す
る
こ
と
で
、
蓬
莱
の
仙
人
か
ら

不
老
長
寿
の
薬
を
受
け
取
る
。
」
こ
れ
を
実
行
す
る
た
め
に
、
始
皇
帝
か
ら
命
を

受
け
て
渡
来
し
た
。

–

　
さ
て
、
始
皇
帝
の
命
と
金
さ
え
あ
れ
ば
、
五
穀
の
種
は
集
め
る
こ
と
は
で
き
る

が
振
男
女
＝
童
男
女
３
０
０
０
人
は
ど
う
や
っ
て
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
か
？
　
仙

人
の
要
求
で
渡
す
子
供
達
は
、
そ
れ
に
相
応
し
い
優
良
な
、
育
ち
の
良
い
子
供
達

と
言
う
条
件
が
つ
く
は
ず
。
ど
う
や
っ
て
、
徐
福
は
集
め
た
の
だ
ろ
う
か
？
　
未
知

の
海
外
へ
送
り
出
し
、
仙
人
に
献
上
さ
れ
、
戻
っ
て
く
る
こ
と
の
無
い
条
件
で
、
ど

う
や
っ
て
、
良
家
か
ら
子
女
を
集
め
た
の
か
？
　
普
通
の
親
は
、
絶
対
に
、
子
供
達

を
手
放
し
て
、
得
体
の
の
知
れ
な
い
仙
人
に
渡
す
こ
と
は
、
絶
対
に
無
い
。
そ
れ
も
。

も
し
、
始
皇
帝
の
権
力
で
強
制
し
た
と
し
て
も
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
は
、
間
違

い
な
い
。
人
攫
い
の
よ
う
な
行
為
で
集
め
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
仙
人
へ
の
貢
も

の
と
し
て
は
、
不
適
当
だ
ろ
う
。

–

ど
う
や
っ
て
集
め
た
の
だ
ろ
う
か
？
　
　
民
族
絶
滅
の
危
惧
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て

い
る
徐
福
の
同
族
、
東
夷
・
倭
人
の
仲
間
に
、
、
内
密
で
、
集
団
移
住
計
画
を
伝
え
、

移
住
に
賛
同
し
た
子
供
を
持
つ
家
族
を
集
め
た
と
想
像
す
る
と
、
大
き
な
ト
ラ
ブ

ル
も
無
く
、
集
ま
る
。
そ
の
こ
と
を
、
怪
し
い
と
気
が
つ
た
地
と
人
が
い
た
と
し
て

も
、
秦
の
役
人
に
訴
え
て
、
受
理
さ
れ
た
と
す
る
と
、
そ
の
訴
え
た
人
は
、
子
供
達

を
差
し
出
す
か
、
集
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
誰
も
、
文
句

は
言
え
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
推
定
。

•

徐
福
一
行
の
構
成
員
＝
子
供
達
を
差
し
出
し
、
同
行
を
す
る
人
々

Ⅰ

斉
の
徐
福
村
と
そ
の
近
郷
に
住
む
東
夷
・
倭
人
、

Ⅱ

蜀
の
倭
人

Ⅲ

田
氏
と
陳
氏
の
一
族
（
倭
人
）

•

Ｉ
　
斉
の
徐
福
村
と
そ
の
近
隣
に
住
む
東
夷
・
倭
人
が
構
成
員
と
さ
れ
る
理
由

–

徐
福
村
に
残
さ
れ
て
伝
承
と
家
系
図
。
伝
承
で
は
、
徐
福
出
航
後
は
、
徐
姓
を
名

乗
る
こ
と
を
止
め
る
よ
う
徐
福
に
告
げ
ら
れ
、
姓
を
変
更
し
、
現
代
に
至
っ
て
い

る
。
（
徐
福
が
帰
ら
な
い
こ
と
を
前
提
に
出
航
し
、
始
皇
帝
の
処
罰
が
残
さ
れ
た

徐
福
姓
の
縁
者
に
下
さ
れ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
も
の
と
云
わ
れ
る
。
又
、
家
系

図
が
残
さ
れ
て
お
り
、
徐
福
一
族
で
あ
っ
た
と
の
家
系
図
が
残
っ
て
い
る
。
徐
福
村

と
そ
の
近
隣
に
徐
福
の
親
戚
・
縁
者
＝
東
夷
・
倭
人
が
居
て
、
行
っ
た
人
、
残
っ
た

人
が
い
た
も
の
と
推
定
。

–

次
の
頁
へ
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徐福一行の人員構成　その②

•

Ⅱ
　
蜀
の
倭
人
に
つ
い
て
：
中
国
の
西
の
奥
、
長
江
の
上
流
域
の
現
代
の
四
川
省
で
古
代
に

は
蜀
と
云
れ
た
地
域
に
い
た
倭
人
が
構
成
員
と
推
定
さ
れ
る
理
由
は
、

–

日
本
の
風
習
・
食
生
活
と
し
て
、
蜀
・
雲
南
と
同
様
の
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
。

納
豆
（
特
に
東
日
本
の
ネ
バ
ネ
バ
し
た
納
豆
）
、
蒟
蒻
（
こ
ん
に
ゃ
く
）
、
い
ず
れ
も
。
、

中
国
の
外
の
地
域
で
は
見
ら
れ
ず
、
雲
南
・
四
川
の
み
）
、
鵜
飼
、
雲
南
の
鵜
飼
は
、

日
本
の
鵜
飼
よ
り
も
人
と
鵜
の
関
係
が
密
接
で
若
干
の
違
い
は
見
ら
れ
る
が
、
類

似
し
て
い
る
。

–

秦
の
始
皇
帝
の
軍
隊
は
主
要
な
３
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
秦
本
来
の
部
隊
、

蜀
の
部
隊
、
西
方
外
人
部
隊
。
秦
が
、
そ
の
早
期
に
戦
い
取
っ
た
蜀
の
軍
隊
を
取

り
込
み
、
秦
の
全
国
制
覇
の
主
要
な
部
隊
と
し
て
用
い
、
始
皇
帝
の
信
任
も
厚
か
っ

た
と
の
こ
と
。
兵
馬
俑
に
蜀
の
兵
士
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
で
も
判
る
。

–

徐
福
が
、
最
初
の
渡
航
後
に
、
秦
に
戻
り
、
最
初
の
渡
航
の
失
敗
、
又
は
困
難
な

状
況
を
、
始
皇
帝
に
伝
え
、
連
弩
な
ど
の
武
器
を
携
え
た
部
隊
の
追
加
派
遣
の
許

可
を
得
た
。
こ
の
時
に
、
「
戻
っ
て
も
殺
さ
れ
な
い
か
？
、
再
渡
航
の
チ
ャ
ン
ス
は
あ

る
か
？
」
こ
の
判
断
材
料
を
、
徐
福
に
問
わ
れ
、
調
べ
て
伝
え
た
ひ
と
が
居
る
は
ず

と
推
測
。
渡
航
失
敗
し
、
報
告
し
て
許
さ
れ
た
前
例
を
知
り
、
始
皇
帝
の
意
向
の

判
断
が
で
き
る
レ
ベ
ル
の
高
官
が
居
た
は
ず
と
推
測
。
こ
の
人
は
、
徐
福
の
民
族

大
移
動
の
意
図
を
理
解
し
て
お
り
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
と
考
え
る
。
こ
う
云

う
ひ
と
が
居
な
け
れ
ば
、
徐
福
の
帰
国
と
再
渡
航
は
無
か
っ
た
と
思
え
る
。
こ
の

人
は
、
徐
福
と
同
じ
斉
の
国
の
人
で
は
あ
り
え
な
い
。
斉
は
最
後
ま
で
、
秦
と
敵

対
し
て
い
た
国
で
あ
る
か
ら
。
そ
う
す
る
と
、
秦
の
軍
又
は
役
人
に
な
っ
て
い
た
蜀

の
人
で
、
徐
福
と
同
じ
日
本
語
を
話
す
倭
人
で
あ
っ
た
と
考
え
た
い
。

–

蜀
に
居
た
倭
人
は
、
不
老
長
寿
の
薬
で
あ
る
「
暢
」
を
周
の
王
に
献
上
し
た
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
る
。

•

「
倭
人
」
が
、
中
国
の
歴
史
書
の
中
で
、
初
め
て
現
れ
た
の
は“

天
下
太
平
を
謳
歌
し
た
周

の
第
二
代
成
王
の
御
代
の
こ
と
が
『論
衡
』
の
記
事
に
見
え
、
「
成
王
時
、
越
常
、
雉
を
献
じ
、

倭
人
、
暢
を
貢
す
」
と
あ
る
。
「
越
常
」
は
越
の
国
の
こ
と
で
、
又
暢
（ち
ょ
う
そ
う
）
を
周
王

朝
に
献
上
し
た
と
い
う
倭
人
は
、
四
川
省
成
都
を
中
心
と
す
る
地
域
に
た
蜀
の
国
人
の
こ

と
で
あ
る
。
」
　
　
「
又
、
そ
の
『
ち
ょ
う
そ
う
』は
『山
海
経
箋
疎
』
」に
茸
類
に
属
す
る
霊
芝

の
こ
と
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、-----

中
略----

不
老
長
寿
の
妙
薬
と
し
て
賓
客
に
提
供
す

る
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
。
」
ー
鳥
越
憲
三
郎
著
「
古
代
中
国
と
倭
族
」よ
り

–

倭
人
の
埋
葬
法
で
あ
る
甕
棺
は
、
長
江
中
流
の
彭
頭
山
遺
跡(

紀
元
前
６
０
０
０
―

７
０
０
０
年
）
で
発
掘
さ
れ
て
お
り
、
時
代
が
下
る
と
、
長
江
下
流
域
で
遺
跡
が
発

掘
さ
れ
る
。
又
、
上
流
の
蜀
・
雲
南
か
ら
、
サ
ル
ウ
ィ
ン
川
・
エ
ー
ヤ
ワ
デ
ィ
ー
川
を

下
り
、
イ
ン
ド
に
渡
っ
た
タ
ミ
ル
人
が
甕
棺
で
埋
葬
し
て
い
る
。
倭
人
が
、
蜀
に
居

た
こ
と
は
こ
の
事
実
か
ら
も
納
得
が
行
く
。

–

不
老
長
寿
の
薬
の
伝
統
（
伝
説
）
を
持
つ
倭
人
が
蜀
に
居
り
、
そ
の
倭
人
が
秦
軍
に

組
み
込
ま
れ
た
蜀
軍
に
入
り
、
秦
の
始
皇
帝
に
会
い
、
何
ら
か
の
こ
と
で
知
り
合
っ

て
い
た
東
夷
の
倭
人
を
不
老
長
寿
の
薬
の
こ
と
で
引
き
合
わ
せ
た
も
の
と
、
推
論

す
る
。

–

蜀
の
倭
人
達
は
、
徐
福
の
計
画
が
始
皇
帝
の
命
令
を
受
け
て
か
ら
、
大
船
団
を
建

造
し
、
出
帆
す
る
ま
で
に
、
蜀
か
ら
大
移
動
し
て
き
た
と
考
え
る
。
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徐福一行の人員構成　その③

•

Ⅲ
　
田
氏
と
陳
氏
の
一
族
（
倭
人
）

–

弥
生
の
渡
来
人
の
末
裔
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
研
究
で
、
Ｙ
染
色
体
の
Ｏ
２
ｂ
１
は
ほ
ぼ
日
本

人
に
だ
け
が
持
つ
遺
伝
子
で
、
そ
の
外
に
は
、
８
家
族
の
台
湾
人
に
見
ら
れ
る
。
こ

の
台
湾
人
は
、
祖
先
が
黄
河
の
南
の
河
南
省
か
ら
逃
れ
て
き
た
と
の
伝
承
を
持
ち
、

２
家
族
の
苗
字
は
「
陳
」
と
言
う
。
こ
の
「
陳
」
氏
の
系
譜
を
調
べ
た
結
果
を
後
述
す

る
。

–

陳
国
の
王
族
の
一
人
が
、
斉
の
国
に
亡
命
し
、
途
中
か
ら
斉
の
国
の
王
と
な
り
、

秦
の
始
皇
帝
と
最
後
ま
で
戦
っ
た
。
そ
の
王
は
、
田
と
言
う
苗
字
を
名
乗
っ
て
い
た
。

陳
国
は
。
、
周
の
時
代
の
早
い
時
期
に
滅
び
た
が
、
そ
の
一
族
は
、
田
氏
を
頼
り
、

斉
の
国
に
移
住
し
て
い
た
。

–

そ
の
人
達
も
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
か
ら
判
断
す
る
と
、
東
夷
倭
人
の
一
族
と
云
え
る
。

–

こ
の
田
と
陳
の
一
族
が
徐
福
と
共
に
、
民
族
大
移
動
の
た
め
の
大
船
団
群
を
建
造

し
、
操
船
技
術
を
持
ち
、
渡
航
を
可
能
に
し
た
も
の
と
推
論
。

–

特
に
、
徐
福
の
２
回
目
の
渡
航
で
は
、
連
弩
な
ど
の
武
器
を
持
ち
、
主
要
な
構
成

メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
。

少昊

　
舜

陳 斉

田斉

徐福

陳

台湾

周

春秋

戦国

時代

魏晋
南北朝
時代

東夷

山東半島
付根部分

神
話
時
代
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弥生時代の始まり
•

　
九
州
地
区
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
海
側
の
秋
田
・
青
森
ま
で
、
太
平
洋
沿
い
に
四
国
か
ら
、

紀
伊
半
島
、
伊
勢
渥
美
半
島
、
駿
河
、
伊
豆
、
房
総
、
鹿
島
ま
で
、
も
ち
ろ
ん
瀬
戸
内
海
沿

岸
と
黒
潮
に
沿
っ
た
稲
作
に
適
し
た
地
域
に
上
陸
し
た
徐
福
一
行
は
、
新
天
地
で
、
の
び
の

び
と
水
田
耕
作
と
豊
な
暮
し
始
め
た
。
水
田
耕
作
の
新
農
業
技
術
と
、
秦
の
始
皇
帝
の
圧

倒
的
に
優
れ
た
鉄
製
の
武
器
を
持
っ
た
人
達
は
、
豊
富
な
食
料
を
得
て
、
温
暖
で
快
適
な

地
で
、
人
口
を
急
速
に
、
爆
発
的
に
拡
大
し
て
い
っ
た
と
推
定
す
る
。

–

-

　
先
住
の
縄
文
人
と
は
、
当
初
住
み
分
け
か
ら
、
平
和
裏
に
、
交
流
が
進
ん
だ
。

–

-

　
支
配
階
級
と
な
っ
た
徐
福
一
行
の
言
語
が
、
日
本
の
統
一
言
語
と
な
っ
た
。

–

-

　
高
床
の
住
居
・
鳥
居
を
建
造
、
布
を
織
り
、
青
銅
・
鉄
を
使
い
作
ら
れ
た
農
工
具

が
利
用
さ
れ
た
。

•

徐
福
一
行
の
文
化
・
言
語
が
、
黒
潮
・
対
馬
海
流
の
沿
岸
か
ら
日
本
各
地
に
急
速
に
広
が
っ

た
。
こ
れ
が
、
弥
生
文
化
と
名
づ
け
ら
れ
弥
生
時
代
と
な
っ
た
。

•

弥
生
人
達
は
、
日
本
各
地
、
韓
国
南
部
に
移
植
し
た
仲
間
達
と
も
交
流
し
、
中
国
本
土
の

情
報
も
入
手
し
て
い
た
も
の
と
推
定
。

–

漢
の
時
代
に
、
使
節
を
送
る
も
の
百
ヶ
国
と
記
録
さ
れ
る
ほ
ど
、
情
報
と
人
員
の
交

流
が
あ
っ
た
と
推
定
。
（
後
漢
書
・
魏
誌
倭
人
伝
）

–

弥
生
中
期
か
ら
後
期
の
土
器
に
船
の
線
刻
画
が
あ
り
、
こ
れ
を
復
元
す
る
と
、
３
６

本
の
櫂
と
中
央
に
帆
柱
長
さ
２
５
ｍ
の
船
で
、
船
員
だ
け
で
も
３
７
人
乗
り
の
ゴ
ン
ド

ラ
型
外
洋
船

–

Ａ
Ｄ
八
世
紀
の
記
紀
の
記
録
に
、
長
さ
十
丈
（
３
０
ｍ
）
の
船
の
記
録
あ
り
、
常
陸
風
土

記
に
は
、
長
さ
十
五
丈
（
４
５
ｍ
）
の
船
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

•

北
九
州
地
域
で
は
、

–

縄
文
人
を
長
に
持
つ
集
団
と
の
、
激
し
い
戦
い
の
後
遺
症
が
残
り
、
環
濠
集
落
、
な

ど
戦
へ
の
備
え
が
解
か
れ
な
い
状
態
が
残
っ
た
も
の
と
推
定
。

–

魏
誌
倭
人
伝
に
記
録
さ
れ
る
、
伊
都
国
の
北
の
国
々
を
牽
制
す
る
た
め
に
一
大
率

を
置
く
状
況
や
、
国
々
乱
れ
相
戦
う
状
況
が
発
生
し
た
も
の
と
推
定
。

•

弥
生
時
代
を
牽
引
し
た
水
田
稲
作
に
関
し
て
は
、
稲
作
の
発
祥
か
ら
後
述
の
「
徐
福
の
居

た
時
代
ま
で
の
中
国
に
つ
い
て
の
理
解
」
「
そ
の
②-

1
　
稲
作
の
発
祥
と
伝
播
」
以
降
を
参
照

下
さ
い
。
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人口の増加率
•

考
古
学
・歴
史
学
の
中
で
、
渡
来
人
の
人
口
増
の
原
因
と
し
て
、
数
世
紀
の

間
に
、
百
万
単
位
の
人
と
渡
来
が
必
要
と
し
て
い
る
説
も
あ
る
が
、
種
籾
か

ら
生
産
道
具
、
開
墾
用
具
を
持
ち
込
ん
だ
１
万
人
が
い
れ
ば
、
十
分
と
云
え

る
。

•

水
田
・
稲
作
の
拡
大
に
伴
い
、
渡
来
人
の
人
口
は
拡
大
し
た
。
こ
の
増
加
率
と

人
口
増
の
数
値
を
試
算
し
て
み
る
。

•

参
考
デ
ー
タ
と
し
て
、
昭
和
の
２
０
年
か
ら
５
１
年
の
３
０
年
間
の
人
口
増
加

率
を
使
用
す
る
。
こ
の
期
間
に
は
、
国
外
と
の
人
口
の
流
入
・流
失
が
取
り

立
て
る
ほ
ど
無
く
、
産
業
構
造
の
変
化
で
、
人
口
増
に
耐
え
る
経
済
状
態
が

あ
っ
た
。
従
っ
て
、
人
口
増
に
見
合
っ
た
十
分
な
食
料
事
情
が
あ
る
場
合
に
、

人
の
営
み
と
し
て
、
ど
の
程
度
の
人
口
増
が
可
能
な
の
か
を
示
す
、
好
例
と

な
る
。

•

日
本
の
人
口
は
、
昭
和
２
２
年
に
、
７
８
百
万
人
、
５
１
年
に
は
１
１
３
百
万
人
。

45
％
の
人
口
増
が
あ
っ
た
。
平
均
年
率
で
は
、
１
．
２
５
％
。

•

こ
の
年
増
加
率
「 

１
．
２
５
％
」
を
、
１
万
人
に
適
用
し
て
み
る
と
。

–

　
３
０
年
後
　
　
　
　
　
１
４
，
５
８
５
人

–

１
０
０
年
後
　 

　
　
　
３
４
，
６
３
４
人

–

２
０
０
年
後
　
　
　
　
１
１
９
，
９
５
２
人

–

３
０
０
年
後
　
　
　
　
４
１
５
，
４
４
１
人

–

４
０
０
年
後
　
　
１
，
４
３
８
，
８
４
１
人

–

５
０
０
年
後
　
　
４
，
９
８
３
，
２
８
７
人

•

徐
福
一
行
が
１
万
人
で
、
Ｂ
Ｃ
２
１
０
年
に
到
来
し
た
と
し
、
そ
の
中
だ
け
で

婚
姻
を
重
ね
た
と
し
て
、
約
５
０
０
年
後
の
西
暦
３
０
０
年
に
は
５
百
万
人
に

ま
で
増
加
す
る
こ
と
が
有
り
う
る
こ
と
に
な
る
。
徐
福
一
行
と
縄
文
人
の
婚

姻
・混
血
が
進
ん
だ
と
す
る
と
、
も
っ
と
急
激
な
渡
来
系
の
人
口
の
増
加
が

可
能
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
。
（人
口
増
に
耐
え
る
経
済
状
況
が
制
約
）

•

因
み
に
、
縄
文
時
代
末
期
の
縄
文
人
の
人
口
は
、
２
０
万
人
と
云
わ
れ
る
。

•

水
田
稲
作
で
人
口
の
増
加
の
激
し
か
っ
た
平
坦
地
に
住
む
渡
来
人
と
、
そ
の

増
加
を
山
間
地
か
ら
見
て
い
た
縄
文
人
と
の
交
流
の
度
合
い
が
、
現
代
に
繋

が
る
日
本
人
形
成
に
お
お
き
な
影
響
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。
　
早
い
時
期
か

ら
縄
文
人
が
、
渡
来
人
と
交
わ
っ
て
い
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
縄

文
・ア
イ
ヌ
系
の
男
性
遺
伝
子
（Ｙ
遺
伝
子
）の
比
率
が
約
５
０
％
と
現
代
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
調
査
で
判
明
し
て
い
る
こ
と
か
ら
で
す
。
又
、
山
間
部
で
は
縄
文
・ア

イ
ヌ
系
の
Ｙ
遺
伝
子
の
比
率
が
多
い
事
も
、
説
明
が
つ
く
。

２０１４年３月

計算に間違いあり
訂正
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弥生時代を拓いた渡来人

•

紀
元
前
２
１
９
年
～
２
１
０
年
に
か
け
て
渡
来
し
た
３
０
０
０
人
の

幼
い
男
女
を
擁
し
た
徐
福
一
行
が
、
対
馬
海
流
と
黒
潮
に
沿
っ
た

地
域
か
ら
拡
大
し
、
縄
文
人
と
混
血
を
重
ね
て
、
弥
生
人
を
形
成

し
て
い
っ
た
こ
と
が
判
っ
た
。

–
も
し
、
徐
福
が
漢
語
を
母
国
語
と
す
る
漢
人
で
あ
っ
た
な
ら
、

弥
生
人
は
、
漢
語
を
し
ゃ
べ
っ
て
に
違
い
な
い
。
併
し
、
弥
生

人
は
、
縄
文
人
の
言
葉
（
ア
イ
ヌ
語
）
で
は
な
く
、
日
本
語
を

し
ゃ
べ
っ
て
い
る
。

–

こ
れ
は
ど
う
し
た
こ
と
か
？

–

す
る
と
、
こ
の
徐
福
一
行
の
正
体
は
、
ど
ん
な
人
達
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
？
　
何
語
を
し
ゃ
べ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
？

•

弥
生
人
・
日
本
人
と
は
、
ど
ん
な
特
徴
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
？

–

魏
志
倭
人
伝
の
記
述
で
は
、
東
夷
・
倭
人
と
云
わ
れ
た
。

–

海
に
潜
り
、
漁
労
に
長
け
、
刺
青
を
し
、
貫
頭
衣
を
着
て
い
た
。

–

吉
野
ヶ
里
遺
跡
か
ら
、
鳥
を
二
羽
乗
せ
た
木
の
門
＝
鳥
居
が

発
掘
さ
れ
、
甕
棺
で
埋
葬
さ
れ
た
。

–

盆
と
正
月
・
小
正
月
の
行
事
、
門
松
、
注
連
縄
、
墓
参
り
、
山

ノ
神
・田
の
神
、
太
陽
へ
の
崇
拝
、
八
百
万
の
神

–

こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
徐
福
の
生
地
の
も
の
と
似
て
い
る
だ
ろ

う
か
？

弥生ミュージアム　第４章より

古代中国と倭族　鳥越憲三郎著
ワ族の貫頭衣
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徐福の時代までの中国についての理解

•

中
国
「
四
千
年
」
の
歴
史
と
云
う
言
葉
が
、
怪
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
も
っ
と
長

い
古
い
、
歴
史
が
発
見
さ
れ
長
江
文
明
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。

–

１
９
７
３
年
に
発
掘
さ
れ
た
河
姆
渡
遺
跡
か
ら
、
紀
元
前
五
千
年
前
（
今

か
ら
７
千
年
前
）
の
水
稲
栽
培
・
高
床
式
住
居
・
紡
績
用
の
道
具
・
陶
器
・

船
を
模
っ
た
土
器
な
ど
、
従
来
の
常
識
を
覆
す
発
見
が
な
さ
れ
た
。
こ
の

長
江
の
下
流
域
で
発
見
さ
れ
た
文
明
は
長
江
文
明
と
云
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
　
四
千
年
の
黄
河
文
明
よ
り
も
ず
っ
と
古
い
、
高
度
な
文
明
が
存

在
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

–

長
江
の
中
流
で
は
、
更
に
古
い
遺
跡
が
発
掘
さ
れ
、
仙
人
洞
・
呂
桶
環
遺

跡
（
せ
ん
に
ん
ど
う
・
ち
ょ
う
と
う
か
ん
い
せ
き
）
で
は
一
万
年
以
上
前
の

栽
培
稲
が
見
つ
か
っ
た
。
長
江
の
各
地
で
古
代
文
明
の
遺
跡
が
次
々
に
発

掘
さ
れ
、
新
し
い
歴
史
の
見
方
が
生
ま
れ
た
。

•

古
代
の
中
国
を
理
解
す
る
た
め
の
事
象

–

文
明
の
母
と
大
河
が
云
わ
れ
る
が
、
黄
河
の
流
れ
は
古
代
は
現
在
と
異

な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
っ
て
い
る
。
現
在
で
は
遠
く
隔
た
っ
て
い
る
、
黄
河

と
長
江
は
、
実
は
古
代
で
は
極
め
て
近
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

–

稲
作
の
起
源
と
稲
の
種
類
、
栽
培
方
法
の
特
色
は
、
古
代
文
明
の
伝
播
を

ト
レ
ー
ス
す
る
根
拠
と
な
る
。
こ
の
ル
ー
ト
も
整
理
し
て
お
く
。

•

「
殷
」
（
商
）
と
「
夏
」
の
発
見

–

か
っ
て
は
、
周
以
降
が
歴
史
と
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
占
い
用
の
甲
骨
文
字

の
発
見
か
ら
殷
と
殷
墟
が
発
見
さ
れ
、
実
在
の
証
明
さ
れ
た
時
代
が
遡
っ

た
。
　
近
年
、
「
夏
」
の
遺
跡
も
発
見
さ
れ
、
実
在
が
証
明
さ
れ
て
お
り
、

中
国
の
歴
史
・
考
古
学
の
次
の
目
標
と
し
て
は
、
神
話
の
時
代
の
実
在
証

明
・
究
明
に
、
む
か
っ
て
い
る
と
の
事
。

•

実
在
証
明
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
神
話
の
時
代
は
、
黄
帝
か
ら
堯
・
舜
・
禹

ま
で
の
時
代
。

–

殷
・
周
の
成
立
に
も
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
神
話
の
時
代
は
、
中
国
民
族

の
ル
ー
ツ
を
溯
る
こ
と
で
あ
り
。
そ
れ
が
な
ん
と
、
日
本
人
の
血
筋
に
ま

で
、
繋
が
る
。

•

徐
福
と
そ
の
民
族
の
背
景
を
理
解
す
る
た
め
、
中
国
と
そ
の
文
明
の
歴
史
を
遡
っ

て
、
見
る
。
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徐福の時代までの歴史　その①基礎事実

•

中
国
の
歴
史
上
で
、
長
江
文
明
と
黄
河
文
明
の
係
わ
り
合
い
を
考
察
す
る
と
き
に
、
現
代
の

地
図
で
考
え
て
は
い
け
な
い
。
両
文
明
の
母
で
あ
る
両
大
河
の
古
代
の
川
筋
は
、
現
代
と
違
っ

て
い
た
の
で
、
そ
の
時
代
の
地
図
で
考
慮
す
る
事
が
必
要
。

•

洪
水
を
引
き
起
こ
し
、
問
題
で
あ
っ
た
黄
河
は
、
紀
元
前
２
０
７
０
―
１
６
０
０

年
に
「
夏
王
朝
の
創
始
者
の
禹
」
が
改
修
し
、
現
代
の
流
れ
の
北
方
の
川
筋
に

変
更
し
た
。
そ
れ
以
前
は
、
今
の
准
河
に
合
流
し
て
い
た
。

•
古
代
の
長
江
の
下
流
と
黄
河
の
下
流
は
近
接
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
。

•

河
姆
渡
（
か
ぼ
と
）
文
化
、
良
渚
（
り
ょ
う
し
ょ
）
文
化
は
長
江
文
明
発
見
の
端

緒
と
な
っ
た
重
要
な
遺
跡
。

李長伝遺著　禹貢釋地　より

禹の定めた９州

古代の長江と
黄河の川筋

現代の長江と
黄河の川筋

黄河の川筋は、古
代・禹の改修後-
1128年・-1546年・-
1855年・-現代と大

きく川筋を変えて
いる。

東シナ海陸堆積
物に記録された甲
がの河道変遷と
人為的影響1994
年より

河姆渡（かぼと）

良渚（りょうしょ）
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その②-1　稲作の発祥と伝播（日本へ）

•

か
っ
て
は
、
稲
と
稲
作
の
発
祥
の
地
は
イ
ン
ド
ア
ッ
サ
ム
地
方
・
中
国
雲
南
地
方
と
唱
え
ら

れ
て
い
た
が
、
そ
の
説
は
完
全
に
否
定
さ
れ
、
現
在
は
長
江
が
発
祥
の
地
と
確
定
し
た
。

•
稲
作
は
、
長
江
中
流
が
最
も
古
く
、
彭
頭
山
遺
跡
Ｂ
Ｃ
７
０
０
０
年
―
６
０
０
０
年
。
次
い

で
長
江
下
流
の
河
姆
渡
遺
跡
が
Ｂ
Ｃ
５
２
０
０
年
。

•

Ｂ
Ｃ
５
０
０
０
―
３
０
０
０
の
稲
作
の
遺
跡
は
河
姆
渡
の
あ
る
江
南
地
方
と
長
江
の
下
流
と

中
流
域
に
限
ら
れ
る
。

•

Ｂ
Ｃ
２
１
０
０
年
以
降
、
長
江
の
上
流
や
、
准
河
、
黄
河
中
流
域
に
伝
播

中国の古代稲・稲作農耕文化に関する遺伝・育種学及び考古学的調査研究　1992年度～1993年度　の図表から

黄河と長江の流れを変更

彭頭山遺跡

河姆渡

①

②

③

③
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その②-2　中国の古代稲・稲作農耕文化に関する遺伝・育種学及び考古学的調査研究

1992年度～1993年度 和佐野 喜久生　佐賀大学・農学部・教授　の報告から抜粋

(
1) 

（
（中
国
の
長
江
中
流
域
の
遺
跡
）
）
　
城
背
渓
お
よ
び
彭
頭
山
遺
跡
文
化(

紀
元
前
６
０
０
０
―
７
０
０
０
年)

の

陶
器
片
お
よ
び
焼
土
中
に
多
く
の
籾
・籾
殻
・
稲
わ
ら
の
混
入
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
稲)

が
多
く
生
育

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彭
頭
山
遺
跡
の
籾
粒
は
6
ミ
リ
前
後
の
や
や
短
粒
で
あ
っ
た
。

(

2)

古
代
稲
粒
の
大
き
さ
・形
の
変
異
の
状
況
お
よ
び
稲
作
遺
跡
の
時
代
的
新
旧
の
分
布
状
態
か
ら
、
東
ア
ジ
ア
の

稲
作
は
、
長
江
の
下
流
域
・杭
州
湾
に
面
し
た
河
姆
渡
お
よ
び
羅
家
角
両
遺
跡
を
中
心
と
し
た
江
南
地
方

に
、
紀
元
前
５
０
０
０
年
以
上
溯
る
新
石
器
時
代
に
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(

3)

長
江
の
中
流
域
に
は
、
稲
粒
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
稲
作
農
耕
の
存
在
を
証
拠
づ
け
る
も
の
が
ま
だ
発
見
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
、
河
姆
渡
お
よ
び
羅
家
角
両
遺
跡
と
同
時
代
の
紀
元
前
５
０
０
０
年
頃
の
稲
作
遺
跡
が
存

在
し
な
い
こ
と
、
中
流
域
に
分
布
す
る
多
く
の
遺
跡
が
紀
元
前
３
０
０
０
―
４
０
０
０
年
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、

な
ど
か
ら
、
稲
作
は
下
流
域
か
ら
伝
播
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(

4)

長
江
の
最
上
流
域
の
雲
南
省
の
稲
作
遺
跡
は
紀
元
前
１
０
０
０
―
２
０
０
０
年
の
新
し
い
も
の
で
あ
り
、
稲
粒
も

粒
が
揃
っ
た
極
端
な
短
円
粒
で
あ
る
こ
と
、
、
稲
作
の
ア
ッ
サ
ム
・
雲
南
起
源
説
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ア
ッ
サ

ム
・
雲
南
地
域
は
、
周
辺
地
域
か
ら
民
族
移
動
に
伴
っ
て
生
じ
た
稲
品
種
の
吹
き
だ
ま
り(

遺
伝
変
異
の
集

積
地)

の
可
能
性
が
強
い
こ
と
を
提
唱
し
た
。

(

5)

黄
河
の
中
下
流
域
の
前
漢
時
代
の
古
代
稲
は
、
長
大
粒
で
日
本
の
現
在
の
栽
培
稲
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
も

の
で
あ
っ
た
が
、
淮
河
流
域
の
西
周
時
代
の
焦
荘
遺
跡
の
炭
化
米
は
、
粒
形
が
や
や
長
粒
で
九
州
の
弥
生
中

期
の
筑
後
川
流
域
の
も
の
に
よ
く
類
似
し
た
。

(

6)

遼
東
半
島
の
大
嘴
子
遺
跡
、
松
菊
里
遺
跡

　
　
　
　(

紀
元
前
５
０
０
年)

、
お
よ
び
日
本
の
北
部

　
　
　
　
九
州
最
古
の
稲
作
遺
跡
・菜
畑
遺
跡
の
や

　
　
　
　
や
小
粒
の
古
代
稲
粒
は
、
浙
江
省
呉
興

　
　
　
　
県
の
銭
山
漾
遺
跡
の
炭
化
米
粒
の
中
に

　
　
　
　
類
似
す
る
も
の
が
か
な
り
見
ら
れ
た
。

　
　
　
　
こ
の
こ
と
は
、
日
本
へ
の
最
初
の
稲
作
渡

　
　
　
　
来
が
江
南
地
方
か
ら
中
国
大
陸
の
黄
海

　
　
　
　
沿
岸
に
沿
っ
て
北
上
し
、
遼
東
半
島
か
ら

　
　
　
　
韓
国
の
西
海
岸
を
南
下
し
な
が
ら
北
部

　
　
　
　
九
州
に
上
陸
し
た
可
能
性
を
示
す
も
の

　
　
　
　
で
あ
る
。
こ
の
品
種
は
、
九
州
玄
界
灘
沿
岸

　
　
　
　
の
縄
文
晩
期
・
弥
生
早
期
の
遺
跡
に
限
ら

　
　
　
　
れ
る
。

(

7)

山
東
半
島
の
楊
家
圏
遺
跡(

紀
元
前
３
０
０
年)

　
　
　
　
の
焼
土
中
の
籾
粒
は
日
本
の
品
種
に
よ
く

　
　
　
　
類
似
し
た
が
、
遼
東
半
島
の
大
嘴
子
遺
跡

　
　
　
　
の
炭
化
米
は
短
狭
粒
で
、
韓
国
の
松
菊
里

　
　
　
　
遺
跡(

紀
元
前
５
０
０
年)

、
あ
る
い
は
日
本

　
　
　
　
の
北
部
九
州
の
古
代
稲
粒
の
い
ず
れ
と
も

　
　
　
　
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
こ
の
こ
と
か
ら
、
稲
作
が
朝
鮮
半
島
の
北

　
　
　
　
か
ら
内
陸
を
南
下
し
た
と
は
考
え
ら
れ

　
　
　
　
な
い
。
（海
路
が
示
唆
さ
れ
る
）

　
　
　
　
　
粒
形
の
や
や
長
粒
の
こ
の
品
種
が

　
　
　
　
弥
生
中
期
以
降
の
遺
跡
で
見
ら
れ
、

　
　
　
　
日
本
各
地
に
広
が
っ
て
い
る
。

彭頭山

河姆渡

羅家角両

雲南省

大嘴子

楊家圏

松菊里

菜畑

銭山漾

筑後川流域

焦荘
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その②-3　　稲作・水田に関して

•

Ｂ
Ｃ
２
１
９
年
の
徐
福
の
時
期
の
日
本
の
農
業
に
つ
い
て

–

稲
作
に
関
し
て
（
Ｄ
Ｎ
Ａ
か
ら
見
た
イ
ネ
の
道
：
佐
藤
洋
一
郎
氏
の
書
籍
よ
り
）

•

縄
文
後
期
以
前
（
約
六
千
年
前
）
よ
り
焼
畑
や
、
「
原
始
的
天
水
田
」
で
．
熱

帯
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米
の
耕
作
が
始
ま
っ
て
い
る
。

•

温
帯
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米
の
一
部
は
朝
鮮
半
島
経
由
の
経
路
が
あ
る
。

•
Ｓ
Ｓ
Ｒ
多
型
の
研
究
か
ら
、
朝
鮮
半
島
を
経
由
せ
ず
、
直
接
中
国
か
ら
日

本
へ
来
た
経
路
が
設
定
で
き
る

•

水
田
は
、
急
速
に
北
進
し
て
い
る
。
こ
の
急
進
を
可
能
に
し
た
条
件
は
、
縄

文
時
代
か
ら
存
在
し
た
、
熱
帯
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米
と
温
帯
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米
の
自

然
交
配
。
交
配
の
第
二
世
代
に
は
２
０
％
の
早
生
が
出
現
し
、
日
本
列
島

を
北
方
に
駆
け
上
が
る
可
能
が
出
る
。

•

焼
畑
耕
作
と
水
田
耕
作
の
特
長

•

焼
畑
耕
作
は
、
一
定
の
耕
作
領
域
を
焼
き
払
う
こ
と
で
、
灰
と
言
う
優
れ

た
肥
料
と
雑
草
の
種
の
無
い
耕
作
地
に
、
先
を
尖
ら
せ
た
棒
で
穴
を
開
け
、

種
籾
を
蒔
く
こ
と
で
、
現
代
の
水
田
耕
作
の
七
〇
％
に
匹
敵
す
る
収
穫
量

を
得
ら
れ
る
優
れ
た
耕
作
方
法
。
特
別
な
道
具
や
集
約
し
た
労
働
力
も

不
要
。
こ
の
焼
畑
耕
作
に
必
要
の
こ
と
は
、
優
れ
た
種
籾
と
、
こ
の
簡
便
な

耕
作
技
術
の
習
得
。
　
も
し
、
種
籾
を
持
っ
て
、
焼
畑
耕
作
を
行
っ
た
こ
と

の
あ
る
家
族
が
渡
来
す
れ
ば
、
こ
の
農
法
の
伝
達
と
拡
散
は
可
能
。

•

焼
畑
耕
作
の
難
点
は
、
数
年
す
る
と
、
肥
料
分
が
減
少
し
、
雑
草
が
茂
り
、

急
激
に
収
穫
量
が
減
少
す
る
事
。
耕
作
地
を
数
年
毎
に
順
次
移
す
必
要

あ
り
。

•

縄
文
時
代
五
‐
六
千
年
前
、
中
国
の
長
江
下
流
で
行
わ
れ
て
い
た
稲
作
で

使
用
さ
れ
て
い
た
種
籾
と
焼
畑
耕
作
の
経
験
を
持
っ
た
小
人
数
の
人
が
渡

来
す
る
事
に
よ
り
、
焼
畑
・
稲
作
の
伝
播
は
可
能
だ
っ
た
。
も
し
か
す
る
と
、

縄
文
人
が
、
中
国
に
渡
り
習
得
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
「
九
州
佐

賀
産
の
黒
曜
石
（
石
器
の
原
材
料
）
が
海
を
越
え
た
沖
縄
で
も
発
見
さ
れ

る
こ
と
か
ら
推
測
」

•

水
田
耕
作
を
行
う
に
は
、
土
地
の
測
量
・
整
地
、
水
田
造
成
の
道
具
と
技

術
と
大
規
模
な
労
働
力
が
必
要
。
又
、
耕
作
自
体
に
は
、
播
種
、
田
植
え
の

時
期
を
決
め
る
暦
と
農
耕
技
術
が
必
須
。
焼
畑
・
稲
作
の
よ
う
に
少
人
数
・

単
発
的
な
技
術
の
伝
播
で
は
不
可
能
で
、
水
田
・
稲
作
が
伝
播
す
る
た
め

に
は
、
確
立
さ
れ
た
総
合
的
技
術
と
、
整
地
・
耕
作
の
道
具
・
器
具
お
よ
び

管
理
能
力
を
持
っ
た
集
団
の
渡
来
が
必
要
。

•

日
本
全
域
に
極
短
期
間
に
水
田
・
稲
作
が
伝
播
し
た
事
実
は
、
水
田
稲
作

伝
播
の
準
備
を
整
え
た
集
団
が
、
一
気
に
、
多
数
の
集
団
で
、
日
本
各
地

に
渡
来
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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　　　神話の時代から夏・殷・周を経て三国志の時代まで

•

暦
年
の
確
定
し
て
い
な
い
伝
説
の
時
代
が
三
皇
五
帝
の
時
代
。

•
発
掘
さ
れ
た
甲
骨
文
の
解
読
と
王
城
遺
跡
の
発
掘
に
よ
っ
て
、
殷
王
朝
の
実
在
実
証
さ

れ
た
。
更
に
、
１
９
８
０
年
代
の
発
掘
か
ら
夏
王
朝
の
実
在
が
確
認
さ
れ
た
。
伝
説
の
時

代
の
黄
帝
―
堯
・
舜
の
実
在
の
証
明
に
つ
い
て
の
、
今
、
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

•

今
後
の
記
述
で
注
目
す
る
斉
と
陳
の
国
は
、
Ｂ
Ｃ
１
０
２
７
年
の
周
の
発
足
時
に
設
立
さ

れ
た
。

•

周
の
出
自
は
黄
河
中
流
と
云
わ
れ
る
。
そ
れ
以
前
の
王
は
い
ず
れ
も
、
夷
人
と
記
録
さ

れ
て
い
る
。
舜
は
東
夷
の
人
（
孟
子
）
。
禹
は
長
江
上
流
の
四
川
省
の
生
れ
と
云
わ
れ
る
。

•

現
在
の
中
国
国
民
を
代
表
し
て
い
る
漢
族
が
、
初
め
て
中
国
全
土
を
制
し
た
の
は
Ｂ
Ｃ
1

１
９
４
年
の
漢
（
前
漢
）
の
時
代
か
ら
。
そ
の
直
前
が
、
徐
福
一
行
は
出
帆
し
た
秦
の
時
代
。

•

邪
馬
台
国
の
件
で
有
名
な
魏
志
倭
人
伝
の
朝
献
は
、
Ａ
Ｄ
２
３
８
年
。
三
国
時
代
の
終
盤
、

•

尚
、
Ｂ
Ｃ
３
０
０
０
年
（
今
か
ら
５
０
０
０
年
前
）
は
、
温
暖
化
が
進
み
、
最
も
海
面
が
高
く

な
り
、
日
本
で
は
縄
文
の
海
進
と
云
わ
れ
、
関
東
平
野
で
は
足
利
・
桐
生
近
く
の
岩
宿
近

辺
ま
で
海
が
入
り
込
ん
で
い
た
時
代
。
中
国
で
も
、
黄
河
流
域
は
森
林
で
覆
わ
れ
、
象
が

生
息
し
て
い
た
温
暖
な
時
。

年代 年数 王 日本

BC2100
（2070）

500年 禹　-　桀

BC1027 257年 武王

BC 770 367年 東周

BC 403 182年

BC 221 19年 始皇帝

BC 194 225年 高祖（劉邦）

AD  23 197年 光武帝

AD　265 39年 武帝（司馬炎）

縄文

海進

縄
文
時
代

弥
生
時
代

晋

魏・蜀・呉

　　　　　春秋時代
　斉・鄭・宋・晋・秦・楚・魯・
　呉・越

戦国時代　　韓・魏・趙・斉・燕・楚・秦

神農 黄帝

堯 舜

573年

45年

伝説
の

時代

秦

　曹操・劉備・孫権

湯王　-　紂王

王朝

三皇五帝の時代

夏

殷（商）

周（西周）

三国時代AD 220

BC1600

漢（前漢）

後漢

太昊
炎帝

少昊

ｾﾝｷﾞｮｸ
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春秋時代の主要国の位置関係
•

黄
河
は
現
代
の
流
れ
よ
り
更
に
北
方
を
流
れ
て
い
た
。

•
黄
河
中
流
域
の
洛
陽
の
都
の
近
く
か
ら
下
流
域
に
周
が
あ
り
、
中
原
と
云
わ

れ
る
中
国
史
の
中
心
地
。

•

秦
は
西
に
、
注
目
す
る
斉
は
東
の
山
東
半
島
近
く
に
、
そ
し
て
陳
は
中
原
の

南
に
位
置
し
た
。

•

呉
と
越
は
南
の
長
江
沿
い
に
、
越
は
長
江
の
中
流
域
に
あ
り
、
後
に
中
国
を

代
表
す
る
こ
と
に
な
る
漢
は
長
江
の
支
流
の
漢
江
に
位
置
し
た
。

春秋時代の中国　徳間書店・史記Ｉより

漢
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中国の古代史　　　神話の時代
•

黄
帝
中
央
で
国
を
治
め
、
そ
の
四
方
を
東
・
太
昊
、
西
・
少
昊
、
南
・
炎
帝
、
北
・
セ
ン
ギ
ョ

ク
が
治
め
て
い
た
と
云
わ
れ
る
。

•
銅
の
頭
に
鉄
の
額
を
持
つ
と
云
わ
れ
る
蚩
尤
（
し
ゆ
う
）
が
三
苗
と
組
み
、
黄
帝
に
戦
い
を

挑
ん
だ
。
蚩
尤
は
製
鉄
、
兵
器
、
船
を
発
明
し
た
と
も
云
わ
れ
る
。

•

黄
帝
は
苦
戦
の
あ
と
、
北
の
タ
ク
鹿
の
地
で
、
蚩
尤
を
滅
ぼ
し
た
。
刃
向
っ
た
三
苗
の
粛

清
を
行
っ
た
。

•

舜
は
東
夷
の
人
で
、
神
鳥
の
鳳
凰
に
因
む
伝
説
を
持
ち
，
長
江
の
雷
沢
で
漁
業
を
行
っ
た
。

聖
王
と
云
わ
れ
る
堯
を
継
ぎ
、
三
苗
と
戦
い
、
南
方
の
蒼
梧
地
で
亡
く
な
り
九
疑
山
葬

ら
れ
た
。
又
、
殷
民
族
が
祖
先
と
し
て
祭
る
。

•

舜
を
継
い
だ
禹
は
、
蜀
（
四
川
省
）
の
生
ま
れ
と
の
説
が
あ
る
。
治
水
事
業
に
打
ち
込
み
、

黄
河
の
流
れ
を
北
に
導
き
、
洪
水
の
災
い
を
防
い
だ
。
治
水
の
結
果
、
九
州
を
治
め
、
「
夏

王
朝
」
を
起
こ
し
た
。
巡
幸
中
、
会
稽
で
亡
く
な
り
会
稽
山
に
葬
ら
れ
た
。

•

禹
の
時
代
に
や
っ
と
温
暖
化
が
収
ま
り
、
や
や
寒
冷
化
が
始
ま
り
、
雨
量
が
減
少
し
、
洪

水
の
発
生
が
減
少
し
た
時
期
に
あ
た
る
と
の
説
も
あ
る
。

 

黄帝

蚩尤
三苗

東
夷

タク鹿

九
疑
山
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中国の古代史　　　歴史時代
•

実
在
が
確
認
さ
れ
た
夏
王
朝
を
倒
し
た
殷
（
商
）
が
王
朝
を
立
て
た
。

•
次
に
、
周
王
朝
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
周
は
封
建
制
を
敷
き
、
同
族
の
一
族
な
ど
を
諸
候
に

封
じ
て
、
諸
候
国
を
各
地
に
建
て
治
め
た
。
そ
の
諸
候
国
の
ひ
と
つ
に
「
舜
」
を
祭
る
た
め

に
「
陳
」
を
建
て
た
。
又
、
東
方
に
は
周
成
立
に
大
き
な
功
績
の
あ
っ
た
太
公
望
を
封
じ

「
斉
」
の
国
を
建
て
た
。

•

周
の
成
立
の
直
後
、
殷
の
残
党
と
結
ん
だ
「
東
夷
の
准
夷
」
の
乱
が
発
生
、
平
定
さ
れ
る
。

そ
の
後
も
度
々
、
淮
夷
・
徐
夷
は
乱
を
起
こ
し
た
と
記
さ
れ
、
越
の
勾
践
に
よ
り
Ｂ
Ｃ
４
７

０
年
頃
滅
亡
。

•

「
呉
」
も
越
の
勾
践
に
よ
り
滅
ん
だ
。

•

春
秋
と
戦
国
の
時
代
に
各
国
が
並
び
立
っ
て
い
た
が
そ
の
中
で
も
「
斉
」
は
そ
の
雄
を
云
わ

れ
た
。

•

秦
は
、
蜀
を
収
め
、
そ
の
戦
力
を
中
に
取
り
込
み
、
戦
国
を
制
し
、
「
斉
」
を
滅
ぼ
し
、
中

国
を
統
一
し
、
皇
帝
と
な
っ
た
。

•

そ
の
秦
が
滅
び
、
楚
と
の
戦
い
に
も
勝
ち
、
漢
が
主
役
に
躍
り
出
た
。

•

後
漢
の
あ
と
、
再
び
戦
乱
の
時
代
に
入
り
、
魏
蜀
呉
の
三
国
時
代
に
な
り
、
統
一
を
果
た

し
た
魏
の
将
軍
司
馬
威
が
「
晋
」
を
打
ち
立
て
た
。

春秋時代の中国　徳間書店・

史記Ｉより

漢

夏
殷（商）

淮夷

徐夷
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大人数の移民が可能な船舶・航行技術があったのか？
•

秦
の
始
皇
帝
の
時
代
に
、
徐
福
一
行
が
３
０
０
０
人
の
子
供
達
を
含
む
大
量
の
人
員
で
、

民
族
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
の
船
舶
と
航
行
の
技
術
が
あ
っ
た
の
か
？
を
検
討

し
て
見
る
。

•
斉
の
国
は
、
塩
・
鉄
の
産
地
で
、
造
船
・
海
運
・
海
軍
の
技
術
の
最
も
進
ん
だ
国
で
、
優
秀

な
海
軍
を
持
っ
て
い
た
。

•

徐
福
が
出
帆
す
る
Ｂ
Ｃ
２
１
０
年
よ
り
前
、
Ｂ
Ｃ
５
０
０
年
頃
、
斉
の
国
と
そ
の
南
方
の
呉

と
越
が
、
海
上
の
三
強
」
と
称
さ
れ
た
。

•

中
国
史
上
、
初
め
て
の
本
格
的
な
海
軍
の
戦
争
・
海
戦
は
Ｂ
Ｃ
４
８
５
年
、
呉
王
が
水
軍
を

率
い
て
、
斉
の
海
域
で
戦
っ
た
も
の
。
呉
が
破
れ
、
勝
っ
た
斉
は
「
海
王
の
国
」
と
呼
ば
れ
た
。

　
そ
の
３
年
後
、
越
は
２
千
人
の
水
軍
で
呉
を
攻
め
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
呉
は
滅
亡
。
（
遺
っ

た
呉
の
一
部
が
、
韓
国
と
日
本
へ
逃
れ
た
。
）
　
Ｂ
Ｃ
４
７
２
年
、
越
は
８
０
０
０
の
水
軍
と
３

０
０
隻
の
軍
船
で
、
斉
に
遠
征
し
、
勝
利
を
収
め
、
何
と
、
都
を
本
拠
地
の
会
稽
か
ら
斉
の

国
の
瑯
瑯
に
移
し
た
。 

そ
の
結
果
、
越
の
、
船
舶
の
設
計
・
造
船
・
操
舵
の
技
術
の
粋
が
、

斉
の
瑯
瑯
に
集
結
。

•

こ
の
頃
の
記
録
に
残
る
呉
の
軍
船
は
、
長
さ
十
丈
（
３
０
ｍ
）
巾
１
．
５
２
丈
（
４
．
６
ｍ
）
、
９
０

人
乗
り
だ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

　
　
　
　
徐
福
が
出
帆
す
る
以
前
に
、
こ
れ

　
　
　
　
だ
け
の
大
き
さ
と
収
容
人
数
を
も

　
　
　
　
っ
た
船
舶
が
、
こ
の
地
域
で
作
ら
れ
、

　
　
　
　
運
用
さ
れ
て
い
た
事
が
判
る
。

•

越
は
、
１
３
０
年
後
の
、
Ｂ
Ｃ
３
３
４

　
　
　
年
に
滅
亡
し
、
海
軍
・
海
運
の
技
術
が

　
　
　
斉
の
国
に
残
さ
れ
、
集
約
さ
れ
た
。
　
　

•

Ｂ
Ｃ
２
２
１
年
、
中
国
を
統
一
し
た
秦

　
　
　
の
始
皇
帝
は
、
斉
の
国
、
瑯
瑯
に
、
集

　
　
　
約
さ
れ
た
造
船
・
海
運
・
海
軍
の
技
術

　
　
　
を
活
用
。

•

斉
の
国
は
、
戦
国
時
代
、
製
鉄
事
業
で
、

　
　
　
全
国
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
。
徐
福
村
の

　
　
　
「
宅
基
地
遺
跡
」
か
ら
は
鉄
製
の
道
具

　
　
　
と
お
び
た
だ
し
い
冶
金
の
鉄
の
塊
が

　
　
　
発
掘
さ
れ
、
造
船
に
必
要
な
基
礎
が
、

　
　
　
斉
の
国
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
。

•

始
皇
帝
が
、
自
ら
「
費
や
す
こ
と
巨
万
」

　
　
　
と
い
っ
た
莫
大
な
財
力
と
製
鉄
・
造
船
の

　
　
　
技
術
が
結
び
つ
き
、
こ
の
大
量
の
人
員

　
　
　
を
送
り
出
す
船
舶
を
作
り
送
り
出
す

　
　
　
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
推
定
。

呉

斉

越

陳

琅邪

徐福村

大王坊
村

会稽
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中国の古代史　まとめに代えて：中国民族と言語について

•

中
国
は
多
民
族
国
家
と
云
わ
れ
て
い
る
。
現
代
の
中
国
の
戸
籍
登
録
や
公
共
機
関
の
発

行
す
る
証
明
書
・
免
許
証
に
は
、
「
民
族
」
を
記
入
す
る
欄
が
あ
る
と
の
こ
と
。
現
在
５
５

民
族
が
少
数
民
族
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
。
又
、
１
２
０
種
類
以
上
の
少
数
民
族
の
言

語
の
衰
退
と
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

•

現
代
で
も
こ
れ
だ
け
の
多
民
族
と
多
言
語
が
残
っ
て
い
る
中
国
の
歴
史
を
遡
っ
て
み
る
と
、

–
現
代
の
主
要
民
族
の
「
漢
人
」
と
「
漢
語
」
が
中
国
の
主
役
に
躍
り
出
る
時
期
は
、

決
し
て
早
く
な
い
。
Ｂ
Ｃ
２
０
０
年
以
降
の
こ
と
と
言
う
事
は
、
留
意
す
る
必
要
が

あ
る
。

–

神
話
時
代
の
黄
帝
以
降
を
見
て
も
、
「
舜
」
は
東
夷
の
人
と
記
さ
れ
、
殷
民
族
は
祖

先
と
し
て
、
「
舜
」
を
祭
っ
て
い
る
。
「
夏
」
の
始
祖
の
「
禹
」
も
長
江
上
流
の
蜀
で
、
誰

も
「
漢
人
」
で
は
な
い
。

–

そ
の
外
に
、
大
き
な
勢
力
を
持
っ
て
い
た
民
族
と
し
て
、
呉
・
越
・
楚
、
そ
し
て
東
夷

（
徐
夷
、
淮
夷
な
ど
九
夷
）
も
「
漢
人
」
で
は
な
い
。

–

古
代
の
中
国
で
は
、
多
様
な
民
族
と
各
民
族
の
言
語
が
存
在
し
、
戦
乱
の
た
び
に
、

民
族
の
数
が
減
り
、
言
語
が
滅
ん
で
、
統
一
に
向
か
っ
て
行
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ

る
。

–

呉
と
越
の
言
語
は
同
根
の
言
語
で
あ
っ
た
と
云
わ
れ
、
」
呉
、
越
が
民
族
語
を
放

棄
し
た
の
は
Ｂ
Ｃ
３
０
６
年
以
降
と
推
測
さ
れ
る
」
（
《
山
海?

》
考
古--

夏
朝
起
源
与

先
越
文
化
研
究
」
（
黄
懿
陸
著
）
民
族
出
版
社
20
07
年
8
月
）

–

秦
の
始
皇
帝
が
、
中
国
統
一
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
、
漢
字
と
言
語
の
統
一
が
大

き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
と
推
測
す
る
。

–

徐
福
一
行
が
出
帆
し
た
Ｂ
Ｃ
２
０
０
年
頃
は
、
民
族
と
そ
の
言
語
の
存
亡
の
危
機
に

あ
っ
た
民
族
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。

•

神
話
の
時
代
の
移
動
距
離
と
地
域
の
広
が
り
に
は
、
驚
か
さ
れ
る
。

–

北
の
タ
ク
鹿
か
ら
南
の
九
疑
山
ま
で
約
２
０
０
０
ｋ
ｍ
、
西
の
蜀
か
ら
東
の
会
稽
ま

で
約
２
２
０
０
ｋ
ｍ
。
一
日
に
徒
歩
で
２
０
ｋ
ｍ
進
ん
だ
と
し
て
、
１
０
０
日
の
行
程
。

日
本
の
縄
文
時
代
の
黒
曜
石
の
流
通
距
離
で
も
驚
か
さ
れ
る
が
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
移
動
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
こ
の
時
代
を
考
え
る
上
で
、
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

•

鉄
の
使
用
開
始
時
期
は
、
意
外
と
早
か
っ
た
こ
と
。

–

黄
帝
の
戦
っ
た
蚩
尤
は
金
属
と
兵
器
の
発
明
者
と
の
伝
説
が
あ
り
、
こ
の
時
代
か

ら
青
銅
製
・
鉄
製
の
武
器
が
実
用
化
さ
れ
て
い
た
。
周
の
時
代
に
は
、
鉄
は
農
具
に

ま
で
発
展
し
た
。
（
改
訂
鉄
の
考
古
学-

窪
田
蔵
郎
著
）

•

戦
乱
の
末
に
滅
ぼ
さ
れ
た
呉
、
東
夷
の
退
避
先

–

Ｂ
Ｃ
１
０
０
０
以
降
、
度
々
、
戦
い
敗
れ
て
行
っ
た
、
大
陸
東
岸
の
国
々
は
、
船
舶
を

使
用
し
て
い
た
民
族
で
、
そ
の
滅
亡
時
に
船
舶
で
退
避
し
た
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
た

の
で
は
と
想
像
さ
れ
る
。
稲
の
品
種
か
ら
見
た
伝
播
経
路
、
韓
国
・
朝
鮮
の
民
話

に
、
「
徐
」
の
卵
生
の
神
話
に
極
類
似
し
た
話
が
多
い
こ
と
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
。

（
古
代
朝
鮮
と
倭
族
』
鳥
越
憲
三
郎
著
）
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渡来人のＤＮＡ遺伝子　その①

•

徐
福
が
ど
ん
な
民
族
の
出
身
だ
っ
た
の
か
？
　

–

中
国
に
残
さ
れ
た
徐
福
一
族
の
系
譜
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
（
徐
福
出
立
後
は
後

難
を
恐
れ
徐
姓
を
名
乗
っ
て
い
な
い
）
。
徐
福
一
族
は
、
「
斉
の
人
」
で
、
「
少
昊
」
の

系
譜
と
の
こ
と
。

•

遺
伝
子
・
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
研
究
成
果
で
、
日
本
人
の
出
自
の
手
掛
か
り
が
あ
る
。

–

日
本
人
の
Ｙ
染
色
体
で
多
く
見
ら
れ
る
Ｏ
２
ｂ
１
と
言
う
遺
伝
子
は
、
現
代
で
２
０
％

強
の
割
合
を
持
ち
、
渡
来
人
の
遺
伝
子
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
遺
伝
子
は
、

日
本
人
だ
け
に
見
ら
れ
る
特
異
な
も
の
で
、
極
め
て
例
外
的
に
、
台
湾
で
発
見
さ

れ
て
い
る
。
台
湾
で
発
見
さ
れ
た
こ
の
遺
伝
子
を
持
つ
人
の
中
に
「
陳
」
姓
の
人
が

複
数
あ
り
、
そ
の
人
達
の
系
譜
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
系
譜
は
、
黄
河
の
南
か

ら
移
り
、
南
北
朝
の
時
に
「
陳
国
」
を
建
て
、
そ
の
後
、
流
浪
し
、
台
湾
に
移
り
住
ん

だ
。
「
陳
」
以
外
の
姓
の
人
達
も
、
同
じ
よ
う
な
経
歴
の
家
系
と
の
こ
と
。

–

こ
の
家
系
ま
で
判
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
遺
伝
子
が
、
渡
来
人
＝
徐
福
一
行
の
出
自
を
探
す
手

掛
か
り
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

•

こ
の
二
つ
の
手
掛
か
り
か
ら
、
中
国
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
、
渡
来
人
＝
徐
福
の
ル
ー
ツ

を
探
っ
て
行
く
こ
と
に
す
る
。

少昊

　
舜

陳 斉

田斉

徐福

陳

台湾

周

春秋

戦国

時代

魏晋
南北朝
時代

東夷

山東半島
付根部分

神
話
時
代
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徐福一行の民族・ＤＮＡ遺伝子　その②
•

黄
帝
の
と
き
に
西
の
地
域
を
治
め
た
少
昊
は
、
若
い
と
き
に
東
方
で
国
を
建
て
た
と
の
伝

説
が
あ
る
。
そ
の
国
は
、
現
代
の
曲
阜
に
在
っ
た
と
云
わ
れ
、
臣
下
百
官
は
す
べ
て
鳥
で

あ
っ
た
と
い
う
。

•
少
昊
の
一
族
は
、
太
陽
と
暦
を
司
っ
た
と
の
こ
と
。

–
現
代
の
神
雲
港
の
雲
台
三
山
の
東
の
湯
谷
で
。
「恭
し
く
春
の
日
の
出

を
向
か
え
、
季
節
を
わ
き
ま
え
、
人
々
に
春
耕
に
遅
れ
な
い
よ
う
教
え

る
祭
日
を
最
大
の
祭
典
と
す
る
東
夷
、
即
ち
「少
昊
氏
の
一
族
で
あ

る
と
記
述
が
あ
る
。
（
李
洪
甫
氏
の
研
究
論
文
：徐
福
霧
の
か
な
た
へ
、

程
天
良
著
）

•

「
陳
」
氏
の
系
譜

–

舜
は
東
夷
の
人
。
神
話
時
代
の
皇
帝
。
堯
の
女
婿
。

–

周
成
立
時
に
舜
を
祭
る
一
族
を
「
陳
」
に
封
じ
た
。

–

陳
の
公
子
が
「
斉
」
に
亡
命
し
、
優
遇
さ
れ
、
「
田
」
姓
を
名
乗
り
、
力
を
蓄
え
た
。

あ
る
と
き
、
斉
の
王
と
な
っ
た
が
、
そ
の
国
は
「
田
斉
」
と
云
わ
れ
る
。

–

陳
は
春
秋
の
戦
い
の
中
で
滅
び
、
残
さ
れ
た
多
く
は
、
「
田
」
氏
を
頼
り
、
斉
に
移

住
し
た
。

–

「
田
斉
」
は
、
秦
の
始
皇
帝
の
た
め
に
滅
亡
し
た
。

–

「
田
」
氏
ゆ
か
り
の
地
は
、
山
東
半
島
の
付
け
根
、
神
雲
港
に
程
近
い
処
。

•

徐
福
の
生
地
、
徐
福
村
は
、
神
雲
港
の
北
側
に
あ
り
、
「
田
」
氏
の
極
く
近
隣
の
地
に
あ
り
、

徐
福
も
「
陳
」
氏
も
、
同
じ
東
夷
の
人
。
同
時
代
に
滅
亡
の
危
機
に
立
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

「
陳
氏
」
が
徐
福
の
一
行
に
加
わ
っ
た
、
ま
た
は
、
「
陳
氏
」
と
徐
福
は
同
じ
民
族
で
あ
っ
た

と
推
定
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
本
人
に
Ｏ
２
ｂ
１
の
タ
イ
プ
の
Ｙ
染
色
体
で
多
く
見
ら
れ

る
こ
と
が
、
説
明
で
き
る
。

少昊

　
舜

陳 斉

田斉

徐福

陳

台湾

周

春秋

戦国

時代

魏晋
南北朝
時代

東夷

山東半島
付根部分

神
話
時
代
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弥生時代初期の大変革は、東夷・倭人＝弥生人の民族大移動による

•

日
本
の
古
代
史
上
の
弥
生
時
代
に
突
如
起
こ
っ
た
文
明
の
異
変
、
そ
し
て
、
日
本
人
の
骨

格
・
体
格
の
異
変
、
現
代
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
・
遺
伝
子
の
解
析
か
ら
判
断
さ
れ
る
渡
来
人
が
、
中
国

で
実
在
が
証
明
さ
れ
た
徐
福
の
出
帆
と
結
び
つ
け
る
で
、
合
理
的
に
説
明
が
つ
く
こ
と
が

判
っ
た
。

•

渡
来
し
て
日
本
人
＝
弥
生
人
と
な
っ
た
徐
福
が
ど
ん
な
人
・
民
族
で
あ
っ
た
の
か
を
考
え

調
べ
た
と
こ
ろ
、
魏
志
倭
人
伝
に
記
さ
れ
る
東
夷
・
倭
人
で
あ
る
と
の
確
証
を
得
た
。
徐

福
は
、
漢
語
を
話
す
漢
人
で
は
な
く
、
日
本
語
を
し
ゃ
べ
る
東
夷
・
倭
人
で
あ
っ
た
と
。

•

但
し
、
中
国
大
陸
で
は
、
少
数
民
族
の
言
語
が
滅
亡
・
減
少
し
続
け
て
お
り
、
日
本
語
の

痕
跡
は
、
発
見
で
き
ず
、
日
本
語
を
話
す
と
は
証
明
の
し
よ
う
が
な
い
。

•

一
般
に
、
言
語
や
風
習
は
、
中
央
の
地
域
で
は
残
ら
ず
、
周
辺
の
、
し
か
も
辺
鄙
な
地
域

で
残
り
、
発
見
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
日
本
語
と
同
じ
言
語
は
、
中
央
の
中
国
大
陸
で
は

残
存
し
て
い
な
い
が
、
な
ん
と
、
中
国
か
ら
南
下
し
、
西
に
移
動
し
た
イ
ン
ド
大
陸
で
発
見

さ
れ
る
。
大
野
晋
先
生
が
発
見
し
、
同
一
性
を
証
明
し
た
タ
ミ
ル
語
で
あ
る
。
そ
の
タ
ミ

ル
民
族
は
、
日
本
の
弥
生
か
ら
万
葉
の
時
代
の
古
い
言
葉
と
極
く
類
似
し
、
稲
作
、
米
作

り
に
関
わ
る
単
語
・
風
習
、
甕
棺
埋
葬
ま
で
同
一
で
、
同
一
民
族
と
同
一
言
語
か
ら
生
ま

れ
た
こ
と
は
否
定
の
し
よ
う
が
な
い
。

–

併
し
、
大
野
理
論
は
、
イ
ン
ド
か
ら
日
本
へ
の
直
接
伝
播
し
た
と
の
誤
っ
た
考
え
を

通
し
た
た
め
、
賛
同
で
き
な
い
異
論
が
多
く
、
日
本
語
と
タ
ミ
ル
語
の
同
一
性
ま

で
否
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
残
念
。

•

徐
福
伝
説
が
、
日
本
で
は
伝
説
の
ま
ま
、
真
っ
当
に
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
の
は
、
中
国
の

礼
服
を
着
て
い
る
図
に
、
一
因
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
中
国
人
の
徐
福
が
日
本
に
来

た
の
な
ら
ば
、
何
で
、
中
国
語
が
日
本
の
標
準
語
に
な
っ
て
い
な
い
の
か
？
　
俺
達
、
日
本

人
の
祖
先
は
中
国
人
で
は
な
い
。
と
の
感
覚
的
な
反
発
が
ベ
ー
ス
に
あ
り
、
ま
と
も
に
取

り
上
げ
る
意
欲
が
湧
か
な
か
っ
た
の
が
、
そ
の
理
由
と
思
わ
れ
る
。

•

い
ま
ひ
と
つ
は
、
日
本
の
沢
山
の
土
地
に
、
徐
福
伝
説
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
人
の
徐
福

が
多
数
箇
所
で
上
陸
し
た
わ
け
が
な
い
と
の
、
疑
念
も
あ
る
。
上
陸
の
伝
説
に
、
中
国
の

史
書
か
ら
伝
わ
っ
た
不
老
長
寿
の
薬
を
探
す
話
が
付
加
さ
れ
た
徐
福
の
伝
説
は
、
誰
も

信
じ
る
に
値
し
な
い
と
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

•

視
点
を
改
め
、
日
中
の
考
古
学
の
成
果
、
稲
作
に
関
す
る
調
査
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
遺
伝
子
の
研
究

調
査
結
果
を
、
統
合
的
に
見
直
す
事
に
よ
っ
て
、
弥
生
初
期
の
大
変
革
は
、
徐
福
一
行
に

よ
る
東
夷
・
倭
人
の
民
族
大
移
動
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
合
理
的
な
説
明
が
出
来

た
、
と
考
え
ま
す
。
　

•

現
在
判
明
さ
れ
て
い
る
事
実
を
、
論
理
的
に
つ
な
い
で
、
構
成
し
た
つ
も
り
で
す
が
、
細

部
に
間
違
い
も
含
ま
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
の
で
、
見
つ
か
り
ま
し
た
ら
、
ご
指
摘
を
頂

け
れ
ば
幸
い
で
す
。


